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プロローグ








「んっ……」

「声を我慢しないで」

　口元を押さえる手の甲を、彼にそっと退けられた。

　戸惑う私を導くように、彼がゆっくりと腰をまわす。

　途端にナカから甘い疼きが生まれだし、開いた唇から吐息が漏れる。

「あっ、や……っ、駄目っ」

「駄目じゃない。志し保ほ、君は感じてるんだ。だってほら」

　こんなに俺を締めつけている……そう耳元で囁かれ、隘路がキュッと収縮した。

　──やだ、恥ずかしい！

　二回目の交わりでもうこんなに感じている私は淫乱なのかもしれない。

　羞恥から顔を背けて下唇を噛むと、それを邪魔するようにキスされた。

　戸惑う私の口をこじ開けて、熱い舌が挿入ってくる。

　舌の裏を根元から舐め上げられると背筋をゾクリと刺激が走った。

　そのあいだも彼の屹立は抽送を繰り返し、急速に私の快感を高めていく。

「ああっ、駄目っ、変になっちゃう！」

「いいんだ、もっと、変に……なって！」

　ズンッ！

「ああっ、イイっ、ああーーっ！」

「……志保っ、好きだ、君も俺を好きになって……！」

　──そんなのもう……。

　とっくにあなたに陥落してる。

　そう言おうと思ったのに、彼に激しく攻め立てられて、私はただただ嬌声をあげ続けるしかなかった。






１、陥落前夜








　幼い頃から『派手な顔』と言われていた。

　くっきりした顔つきに白い肌、ゆるくウェーブのかかったブラウンヘアー。

　色素が薄いのもすべて母親譲りで天然なのに、生意気だと先輩に呼び出され、学校の先生に校則違反だと注意されるのはお約束。

　そこに体型の悩みが加わったのは中学生になってから。

　中二で生理がはじまると胸が急成長し、男子に『デカパイ』だとか『メロン』などと揶揄されるようになったのだ。

　体育の授業で走れば胸が揺れると注目され、水泳で水着姿になれば先生が盗撮事件を起こして新聞沙汰になった。

　電車に乗れば痴漢に遭うし、自転車に乗った男にすれ違いざまに胸を触られたことも一度や二度じゃない。

　それでもあの頃はまだ、恋に対して憧れは持っていたと思う。

　こんな男の人ばかりではない、私の内面を見てくれる人もきっといる。

　いつか清潔感のある優しい男性が現れるはず……なんて夢見ていて。

　

　──そんなこと、あるわけないのに。

　

「香こう坂さかさ〜ん、スケジュールについてなんだけど、ちょっと来てくれる〜？」

　──ああ、まただ。

　社長室から名前を呼ばれ、私はため息をつきながら立ち上がる。

　オフィス内の温度がスッと下がるのを感じた。

　デスクを離れて社長室に向かうあいだにも、背中に冷たい視線が突き刺さる。

　振り返らなくたってわかる。だっていつものことだから。

　みんな手元の書類を見たりパソコンに数字を打ちこみつつも、無言で私を非難しているのだ。

『ほら、やっぱり専務の愛人なんだろう』……と。

　香坂志保、二十八歳。業務用のショッピングカートやアルミパレットなど、主に商業機器の受注販売を請け負う名古屋の仲介会社『林はやし商会』に就職して六年目。

　以前はここまであからさまに嫌われてはいなかったと思う。

　一年前の八月、社長の林次つぎ晴はる氏が心筋梗塞で緊急手術を受け、社長代行となった専務の小こ室むろ哲てっ太たが実権を握るまでは……。

　

「香坂さん、聞こえてる〜？」

「はっ、はい！」

　私は肩で大きく息をすると、専務が我が物顔で使っている社長室のドアをノックした。

「専務、お呼びでしょうか」

　中に入ってドアを閉めると、三十四歳の小室専務が年齢の割には幼い笑顔でデスクから私を見上げてきた。

　彼は林社長の姉の息子、つまり社長の甥っ子にあたる。

　独身で後継のいない林社長のもとで専務として働いているのだが、社長が都内の療養型病院で療養中は我が社の実権を任されている。

　私からすればひょろっとしていて軽薄でまったく魅力を感じないのだけれど、このホストみたいな甘いマスクと口のうまさが一定の女性には好まれるのだろう。社内でも彼に憧れている女性社員がそこそこいるらしい。

　二年前にどこかのお嬢様と結婚したらしいが、それまで総務の太おお田たさんと付き合っていたことは周知の事実だ。

　そして太田さんと付き合っていたにも関わらず、私をホテルに連れこもうとしたこともある。

　私の歓迎会の帰り、慣れないお酒でフラフラしていた私を専務が送ると言ってタクシーに乗せた。けれど向かった先は近くのホテルで。

　驚いた私は建物の前で彼を振り払って逃げ出したのだが、こんな恥ずかしいことは誰にも相談できていない。

　そして専務は強く出られない私の立場を承知のうえで、たびたびセクハラ行為に及んでいるのだ。

「ねえ、ちょっとこっちに来て一緒に見てくれるかな」

　専務に手招きされて、私は渋々デスクの向こう側にまわりこむ。

　隣に立って中腰で画面をのぞきこむと、「ちゃんと見てよ」と腰を引き寄せられた。

「来週末に『蘇我屋』さんとの会食が入ってるだろ？　これに君も一緒に来てほしいんだよね〜」

「私がですか？」

「うん、そう。女の子も一緒のほうが華があっていいからさ」

　そう言いながら彼の左手は私の腰からヒップラインをゆっくりたどる。

　さりげなく彼から身体を離すと、今度はニヤニヤしながら舐めるように胸元を見つめてきた。

「香坂さんは本当にスタイルがいいね。胸はＥ？　いや、Ｆカップかな。そんなふうにきっちりボタンを留めて隠すのはもったいないよ」

　こんなふうにあからさまなセクハラ行為をされるようになったのは、彼が社長代行になってから。

　以前からボディタッチが多いと感じていたが、ここまで酷くはなかった。

　今思えば社長の目があったからだろう。

　社長代行になった途端、専務は苦言を呈する役員を次々と閑職に追いやった。

　そして自分の周囲にイエスマンばかりをはべらせ、『僕はいずれ社長になるのだから』と会社の仕組みを好き勝手にいじりはじめた。

　我が社に無かった秘書の肩書を作り、なんと総務だった私を専務秘書との兼任にしたのだ。

　元々総務課が社員の秘書の役割も兼ねていたため、仕事内容は大きく変わらない。

　けれどこうやってたびたび社長室に呼び出してはボディタッチを繰り返し、仕事の話し合いだと言ってランチに誘われる。

『君を連れて歩くと見栄えがいいんだよね。接待相手のエロ親父も喜んでくれるしさ』

　そう言って終業後も会食があるたびに連れまわされて、接待相手にお酌をさせられるのだからたまらない。

　そんなことが重なるうちに、いつの間にか私は専務の愛人だと噂されるようになっていた。

　専務の目を気にする男性社員からは距離を置かれ、太田さんはじめ専務に気がある女性社員からは陰口を広められ……今の状況に至っている。

　──今だってわざわざ呼び出さなくてもメールで済むようなことなのに。

「──ちょっと香坂さん、僕の話を聞いてる？」

　心の中で悶々としていた私は専務の声で我に返った。

「あっ、はい……金曜日に『蘇我屋』の副社長との会食ですね。承知いたしました」

　無理やり会話を打ち切って離れようとすると、手首をつかんで引き止められた。

「それでさ、君が当日着ていく服は、こんな感じのがいいと思うんだよね」

　彼は私の手首をつかんだまま右手でカーソルを動かして、レディースファッションの画面を開く。白いオープンカラーのシャツに黒いタイトスカート。サイドにスリットが入っている。

　一見すれば普通のＯＬの服装に見えなくも無いけれど……。

　──これじゃあ胸の谷間が見えるし正座したら太ももが丸見えになるじゃない！

「……秘書が着るには露出が多すぎると思いますが」

「いいんだよ、社長代行の僕がそれでいいって言ってるんだから。僕がプレゼントするからさ、スリーサイズを教えてくれない？　ウエストめちゃくちゃ細いよな」

　再び腰に触られそうになったところでどうにか躱す。

「大丈夫です、自分で買いますので」

　怒りで震える声をおさえつつ、どうにかそれだけ告げて部屋を出た。

　ドアを開けた途端、それまでザワついていたオフィスがシンとなる。きっと私の噂話でもしていたのだろう。

「あ〜あ、備品の在庫確認に行かなくちゃ。私も倉庫じゃなくて誰かさんみたいに社長室に篭れたら楽なのにな〜」

　私が自分の席につくのと入れ違いで、二年先輩の太田さんが立ち上がる。

　未婚の彼女は総務の中でも古株で、私が秘書になるまでは専務含め全社員のスケジュール管理も任されていた。そして小室専務の元カノだ。

　彼女が今でも専務に未練があるのかどうかはわからない。けれど私が入社した時から『コネ入社だ』、『色仕掛けだ』と目の敵にされているので、私の存在自体が気に入らないのかもしれない。

「ちょっと太田さん、専務にチクられちゃうって」

「え〜っ、ただの独り言なんだけど？」

　皆がクスクス笑うなか、太田さんは私にチラリと冷たい視線を送ってから倉庫に向かう。

　ここでこんなふうに嫌味を言われるのも日常茶飯事だ。中学で胸が膨らみだしたあの頃から、ずっと似たような経験を繰り返している。

　

　元々男性に対していい印象を持っていない私だったが、高校入学まではまだマシだったのだと思う。

　私の苦手意識を決定的にしたのは、高校時代のある出来事。友達に誘われて入ったテニス部でのことだった。

　テニス部の新入部員にエロい子がいると話題になり、私を見るためにギャラリーが集まってくるようになったのだ。

　その頃には身長百六十三センチ、体重四十七キロ、バスト八十三センチのＦカップ、ウェスト五十九、ヒップ八十五センチの今の体型がほぼ出来上がっていて、ラケットを振って胸が揺れるたびに、フェンスの向こうで「おおっ！」と歓声があがっていた。

　テニス部のメンバー、特に女子部員はその状況を快く思わなかった。

　先輩の女子部員に取り囲まれて、『邪魔だ』、『生意気だ』と責められていたところを庇ってくれたのが部長である三年生男子。

『人の目を気にするな』、『君の魅力は素直で優しいところだと思う。自信を持ちなよ』と爽やかな笑顔で励ましてくれた。

　彼はテニスが上手いだけでなく、みんなに優しくリーダーシップもあって人気者で。

　そんな先輩にほのかに憧れていた私は告白されて舞い上がった。

　だから二度目のデートでいきなり家に誘われたことを不審に思わず、私はのこのこと両親不在の彼の家に出掛けていったのだ。

　生まれてはじめてのキスをされ、心臓のドキドキも冷めやらぬ間にベッドに押し倒された。

　──えっ？

　カットソーをまくられブラジャーの上から胸を揉まれたところで彼を押しのけ身体を起こす。

『やっ、やめてください！』

『はぁ？　そんなエロい身体してるくせに、家まで来ておいて抵抗する？　今さら勿体ぶるなよ』

　先輩が憎々しげに告げた言葉が、今でも耳にこびりついている。

　──どうして!?　 人の目を気にするなって、素直で優しいところがいいって言ってくれたのに！

　慌てて逃げ出した私のスマホに短いメッセージが送られてきた。

『ヤラせてくれないんなら、もういいわ。バイバイ』

　たった一行で私の初恋はあっけなく終わった。私が先輩を誘惑したという不本意な噂つきで。

　それ以来、誰とも付き合っていない。付き合うどころか恋さえできない。

　心の繋がりを期待して裏切られるのは、もうこりごりだから……。

　

　お昼休みの時間になり、皆が連れ立ってランチに出掛けていく。

　私はタイミングをズラして立ち上がると、一人お弁当箱を持って休憩所に向かった。

　社内の人からこんなふうに距離を置かれているのは正直とても寂しい。けれど仕事をしてお給料もいただけている今の状況に感謝しなくてはいけないと思う。

　──うん、恩返し、恩返し……。

　頭の中で呪文のように繰り返しながら、今日も九時から十八時までの勤務時間をどうにか終えたのだった。





＊






「お母さん、ただいま〜」

「お帰りなさ〜い」

　玄関に入ると、母の声がすぐ近くの部屋から聞こえてきた。

　さては作業中だなと一番手前の洋間をのぞく。案の定、母は熱心にパッチワークをしている最中だった。

　私達が住んでいるのは名古屋市内の一軒家で、母は家でキルティングの教室をしている。

　七年前に交通事故で父を亡くしてからは母と私の二人暮らしだ。

　父が亡くなったときは突然のことに茫然自失となっていた母だったが、元々趣味でやっていたキルティングを通じて仲間ができ、徐々に元気を取り戻していった。

　今では教室のほかに作品の通信販売もしていて、そこそこの収入を得ている。

　私も無事に大学を卒業して今の職に就くことができた。

　これはすべて『林商会』の社長、林次晴氏のおかげだ。

　林社長は両親の幼馴染で、私が幼い頃から家に何度か遊びにも来ていた間柄だ。

　父の死後は私達母娘のことを何かと気にかけてくれ、母が心労で倒れたときにも駆けつけてくれた。

　当時大学三年生だった私が大学を辞めて働こうとしていたときに援助を申し出てくれたのも彼だ。

　卒業後は自分の会社に来るように声をかけられ躊躇した私に、『市内にある『林商会』であればお母さんのいる実家から通勤することができるし、志保ちゃんが学んでいた経済学を活かすこともできる』と熱心に説いた。

　さらに、当時弱っていた母に何かあれば勤務時間の融通もきくからと言われ、私は涙を流しながら、ありがたい提案にうなずいたのだった。

　──その恩に報いるために真面目に働いてきたのだけれど……。

　ここ一年間の状況の変化があまりにも大きくて、正直、日々のストレスで心が折れかけている。

　今では母はキルティング教室や通販での収入があるし、私も多少なら貯金がある。

　いっそ転職をと考えなくもないけれど、恩義のある林社長を裏切ることはできないと思う。

　──うん、まだ私は頑張れる。

　そのうちに状況が変わるかもしれないし、専務だってセクハラに飽きてくれるかもしれない。

　──いつかそのうち……たぶんきっと……。

　いつ来るかも知れないその日に希望を繋ぎ、どうにか自分を奮い立たせるのだった。





＊






　一週間後の金曜日は、専務に命じられていた接待の日だった。

「香坂さん、それじゃあ行こうか。今日はよろしく頼むよ」

「はい……」

　就業時間後、私は皆の勘繰るような視線を浴びながら専務と共にオフィスを出る。

　タクシーで向かった先は市内で有名な高級料亭だった。

　普段の接待よりもワンランク上の店を選んでいるところに、専務の並々ならぬ意気込みが感じられる。

　それだけ相手が上客なのだ。

　今日の接待の相手は蘇そ我が谷や柊しゅう生せい、三十一歳。

　関東地区を中心に高級スーパー『蘇我屋』を何店舗も展開している蘇我谷グループの御曹司で副社長だ。

　今回『蘇我屋』の中部地区進出にあたり、責任者として名古屋に来ているらしい。

　掛け軸のかかった品のいい個室で正座して待ちながら、専務がチッと舌打ちする。

「まったく人を待たせるとはいいご身分だよな。僕より三歳も歳下のヤツに頭を下げなきゃいけないのか、クソッ、偉そうに」

　接待する側が先に来て待つのは当然だし、まだ顔を合わせてもいないうちから偉そうにも何もないだろうと思いつつ、私は相槌を打つことなく腕時計を見る。

　まだ約束の六時半までには十五分もある。遅刻をしているわけでもない。

　──それに、蘇我谷さんは悪い人じゃないような気がする。

　じつを言うと、私はたった一度だけ蘇我谷柊生に会ったことがある。

　まだ林社長が元気で入院もしていなかった一年半前、『林商会』が関連業者を招いて商品展示会を開いたときのことだ。

　展示会後のパーティーで招待客に渡すお土産を運んでいた私に、「ご苦労様、よく働くね」と声をかけてくれたのが、彼、蘇我谷柊生だった。

「手伝うよ、どこに運ぶの？」

「いえ、とんでもないです！」

　彼は両手に大量の紙袋をぶら下げていた私から袋をいくつか奪い取ると、「無理しないほうがいい。こんなに重いのを一人じゃ無理だ」と言いながら一緒に歩き出した。

　それどころかテーブルに袋を並べるのまで手伝ってくれたのだ。

　帰りに招待客に手際よく渡せるよう入口のテーブルに袋を並べていたそのとき、私の胸に彼の肘がちょんと当たった。

「おっと、失礼！」

　ほんの一瞬の出来事だったのだが、蘇我谷さんは驚きの表情で私を見ると、「本当に……申し訳ない」そう言って早足でその場を離れて行った。

　たったそれだけのこと。

　けれど私にわざとボディタッチしたりあからさまに胸を見る男性が多いなか、耳まで真っ赤にして申し訳なさそうに去って行った彼のことは、爽やかな印象と共に強く心に残っていたのだ。

　

「──まあいい、中部地区で展開する新店舗すべてのショッピングカートを受注できれば大きな利益になる。機嫌を取るだけで金を落としてくれるなら頭ぐらい下げるさ」

　そして専務は私の胸元に目をやり、「おい、ブラウスのボタンを一つ外しておけ」と命じてくる。

「えっ」

「胸の谷間をチラつかせるんだ。副社長様のご機嫌取りだよ」

　そのために私を同伴させたのだと言われ、ショックで目の前が暗くなる。

「でも、それは逆に失礼になるのでは……」

　私の言葉に専務はフンと鼻を鳴らした。

「三十一歳の若造なら性欲も旺盛に決まってるだろ。この商談がまとまるかどうかにうちの会社の命運がかかってるんだ！ 　叔父さんに恩があるんだろ!?　 だったらせめてそのデカい胸を使ってサービスしろよ！」

　いきなり恫喝されて息が止まる。

　──だからわざわざ服装の指定を……。

　下唇をギュッと噛んで感情を殺すと、震える指でボタンを一つ外した。

　そこで間もなく襖が開いて、女将に案内された蘇我谷さんが入ってきた。

　鼻梁の高い整った顔立ちに艶のある黒髪。堂々とした立ち姿は若々しさの中に風格があり、年上の小室専務よりも落ち着いて見える。

「お待たせいたしました」

　彼が百八十センチ以上はある身体を折り曲げてお辞儀すると、途端に専務は笑顔を作り、ペコペコしながら迎え入れる。

　蘇我谷さんは座布団に正座すると、専務の次に私にも「こんばんは」と笑顔を向けてくれた。

　一年半前の印象と変わらず爽やかだ。

「ほら香坂さん、蘇我谷副社長にビールを注いで」

　専務に顎をしゃくりながら言われ、私は蘇我谷さんの隣に移動する。そして専務に命じられるままその場を陣取り、ひたすらお酌役に徹した。

　これでは秘書というよりもコンパニオンだ。

　──せっかく蘇我谷さんに『よく働くね』って言ってもらえたのに……。

　あの日褒めてもらえた私の今の仕事がこんなことだなんて、軽蔑しているだろうか。

　恥ずかしくて情けなくて泣きたいような気持ちになる。

　けれどこれも会社のためだというのなら精一杯やるしかない。私は必死に笑顔を作りながらビール瓶を傾けていた。

　

「──それでは契約については他社の見積もりなども検討してから改めてお返事させていただきます。ちょっと失礼」

　会の終盤、見積書をブリーフケースにしまいこむと、蘇我谷さんが洗面所に立った。

　途端に専務が私を見つめ、「あいつを誘惑しろ」と低い声で告げる。

「それはどういう意味ですか？」

「今日ここで契約してくれるかと思ったら反応が鈍い。よそに持って行かれる前にハニートラップを仕掛けるんだ」

　──えっ!?

　驚く私に専務は廊下のほうを気にしつつ話を続ける。

「あいつはおまえのことをジロジロ見ていたから絶対に興味があるはずだ。ホテルでもおまえの部屋でもどこでもいい。身体でたらしこんで契約まで持ちこめ」

　──たらしこめって……。

　スリットの入ったスカートを履いて胸の谷間を見せるだけでなく、そのうえそんなことまでさせるというのか。

「そんなの無理です！　私にはできません！」

　ハニートラップという言葉は聞いたことがあるけれど、そんなことを素人の私ができるはずがない。それにそんな姑息な手段で契約を取るなんて、林社長がいたら絶対に許さないと思う。

　けれど続けて専務が告げたのは、とんでもないことだった。

「このままじゃ会社が倒産するかもしれないんだぞ！」

　──倒産!?

　じつは社長が倒れたあとは会社の経営が悪化しており、新規契約が取れなければ倒産やむなしの状況なのだという。

「そんなことになれば今度こそ社長の心臓が止まるぞ！　ほかの会社と契約される前にどうにかするんだ！」

　恩を仇で返すのか、どうせ普段から遊んでるくせに勿体ぶるなと言葉が続き、もう言い返す気力もない。

「寝たあとで写真を撮って脅したっていい。明日は休みでいいから絶対に契約を取ってこいよ、絶対だ！」

　それだけ言い捨てて専務は座敷を出て行った。

　取り残された私はあまりのショックに座布団の上で茫然とするしかない。

　──結局こうなんだ。

　昔からそう。学生時代は成績がよくても『男の先生に媚びているから』と言われ、女子から距離を置かれた。

　就職すれば早々に太田さんに目をつけられて、『男性社員を誘惑している』、『美人は得だ』と陰口がはじまって。

「得したことなんて一度もないのに……」

　それどころかとうとう本当に身体で仕事をとることになってしまった。

「もう疲れちゃった……」

　どうせこれからもずっと世間からこんなふうに思われて生きていくのだ。

　だったら恩義がある社長を救うために処女を使ってしまえばいい。それで恩返しができるなら本望じゃないか。

　──どうせ恋することもないだろうから、処女を大切にする必要もない。

　私は決意を固めると、座布団の上で姿勢を正す。大きく深呼吸してから廊下のほうをじっと見つめて待機した。

　しばらくすると静かに襖が開き蘇我谷さんが戻ってきた。彼は立ったまま室内をぐるりと見渡してから私に視線を向ける。

「……小室専務はどちらに？」

「専務は先に帰りました。ここに残ったのは私だけです」

「それは、どういう意味だろうか」

　不審げな顔になる蘇我谷さんを見上げ、私は畳に三つ指をついた。

　これから口にする言葉を思うと緊張で喉がヒクつく。けれど言うしかないのだ。

　私は唾をごくりと飲みこんで、頭をゆっくりと下げた。

「どうぞ私を……ご自由にしてください」

　途端に静寂がおとずれる。

　畳を見つめている私には見えないが、彼は今どんな顔をしているのだろう。軽蔑の眼差しか、蔑みの目か……。

　怖くて恥ずかしくて指先が震える。

　気まずい沈黙が続いたのち、視界に彼のつま先が入ってきた。

「君は自分が何を言っているのかわかっているのか？」

　低いバリトンボイスが問いかける。魅力的なはずの声が今は恐ろしい。

「はい……その代わり、どうか契約をお願いします」

　畳に片膝をついた蘇我谷さんが、私の肩にそっと手を置く。

「あの男に命令されたのか？　だったら俺が今すぐ専務に言って……」

「やめてください！　私がそうしたいんです、お願いします！」

　思わず彼の腕にしがみついて懇願していた。

　ここまできたらもう引くわけには行かない。私が躊躇う様子を見せれば、彼はきっと私を残してこの場を去ってしまうだろう。

　専務はあんなふうに言っていたけれど、大企業の御曹司に恋人がいないと思うほうが不自然なのだ。私ごときが迫ったところで相手にされない可能性のほうが圧倒的に高い。

　──ここでこの人に帰られたらもう終わり。

　この状態で彼を帰せば契約は無理だ。契約どころか今日の出来事が表沙汰になり社長の耳にも入ってしまうかもしれない。

　──心臓の負担になるようなことは絶対に避けなくては。

　そう考えると彼に縋る手に力がこもる。

「どうしたら契約していただけますか？　私では蘇我谷副社長にご満足いただけないのでしょうか！」

　その勢いに彼は目を見開き、私を腕から引き離すと眉根を寄せた。

「君は、契約のためなら会ったばかりの俺に身体を差し出すと言うのか」

「はい」

　私がハッキリ言い切ると、蘇我谷さんは肩を落としてため息をつく。

「……わかった」

　言うなり強い力で腕を掴まれ立たされる。

　彼の怒りに満ちた顔が近づいて……ぶつけるように唇が重ねられた。

　──あっ！

　唇を割って肉厚な舌が差しこまれる。それは口内をぐるりと舐めてから器用に私の舌を絡め取っていく。

　私の顔をガッチリと固定したまま、彼は角度を変えつつ執拗に私の口内を攻め続ける。重なる唇の間でペチャッと水っぽい音がした。

　キスをしたのは高校時代、テニス部の先輩の部屋でした一度きりだ。けれどこんなに激しくされたのは、はじめてで。

　頭がぼんやりするのは彼から香るアルコールのせいか、気持ちよさのせいなのか……身体から徐々に力が抜けていく。

　ガクリと膝から崩れ落ちそうになったところで蘇我谷さんに脇から支えられた。

「自分から誘惑してきたくせに腰が抜けたのか？　それともこれも俺をたらしこむための初心なフリか」

「そんな！」

「まあいい、お望みどおり抱いてやる」

　グイと手を引かれタクシーに乗せられると、そのまま市内一の高級ホテルに連れこまれた。

　ベッドに腰掛けた蘇我谷さんが、ネクタイを緩めながら私を見上げる。

「自分で脱いで」

「えっ」

「服を脱いで裸になれって言ってるんだ」

　彼の前に立ち尽くしていた私は慌ててシャツのボタンに手をかけるものの、指が震えてはずせない。

「何を今さら演技してるんだ。さっきのあれも……ボタンをわざとはずして谷間をチラつかせていたのも作戦だったんだろう？　姑息だな」

　怒りを孕んだ彼の声にますます狼狽え指が滑る。

　じっと見守る彼の前で、羞恥に耐えてどうにかシャツを脱ぐ。次いでスカートのファスナーを下げると、黒い布地がストンと落ちた。

「……下着もだ」

　──ああ、やはりこの人も……。

　覚悟して自分で誘ったくせに、ガッカリしている自分がいる。

　あの日爽やかに去っていった蘇我谷さんに勝手に理想を押しつけて期待していたのかもしれない。

　彼だけはほかの男性と違うんじゃないか、私を身体目当てのいやらしい目つきで見たりなんてしない……だなんて。

　──けれど、これでいい。

　むしろ抱いてもらえなければ困るのだ。私はそのためにここまでついて来たのだから。

　覚悟を決めて下着も脱いで全裸になると、私は一歩前に踏み出した。

「君は……っ！」

　彼に手首を掴んで引っ張られ、仰向けにベッドに押さえこまれる。

　白いシャツの上からでもわかる逞しい二本の腕が、両側から私を囲いこむ。

　じっと見下ろしながら片手で胸を強く鷲掴まれた。

「あっ！」

「あいつに……専務にいつもこうされているのか？」

「違う……っ、あんっ！」

　続けて指の腹で乳首を捏ねられて、鼻にかかった声が出た。こんなことをされるのは、はじめてだ。そしてこんな声を洩らすのも。

「これだけで感じているのか……いやらしいな」

　恥ずかしすぎて、今すぐ消えてしまいたい。首をフルフルと横に振りながら固く目を閉じた。

　胸に生温かい息がかかり身構えた瞬間、先端を強く吸い上げられる。

「ああっ！」

　チューッという音と共に全身に電気が走る。思わず背中をのけぞらせた。舌で乳輪をなぞられると快感でゾワゾワと鳥肌が立つ。

「ここを攻められるのが好きなのか」

「そんな、わからな……っ」

「こっちは？」

　気づくと彼の手が下半身に伸び、まだ誰にも触られたことのない部分に指を滑らせた。

「あまり濡れていないな……」

　上半身を起こした彼に、突然股を大きく開かれる。

　──えっ、嘘っ！

「やめてください！」

　こんな恥ずかしい格好は耐えられない。思わず目を開け頭を起こすと、彼の鋭い瞳と目が合った。

「今さら何を言ってるんだ。契約のためなら何でもするんだろ？」

「それは……」

　──そうだった、私は……。

　ギュッと目を閉じ覚悟を決める。

　私が力を抜いたのを認めると、彼の顔が股の間に沈んでいく。直後に割れ目を舌が這い、強い刺激に腰が浮いた。

「やっ、ああっ！」

　ペチャッ、ジュルッと湿度の高い音がして、わけのわからない疼きが生まれはじめる。

　性的な目で見られ続けてきた私は、自分自身ではそういうことから目を逸らし徹底的に避けてきた。知識も経験も不十分だ。

　未知の感覚に不安と戸惑いを感じつつも、どうすることもできない。

「濡れてきたな……」

　そう言いながら身体の奥底から溢れる液を啜られる。彼の唾液と混ざったそれが、トロリとお尻の割れ目を伝っていった。

　きっとシーツに滲みを作っているはずだ。羞恥で顔が熱くなる。

　──どうして!?　嫌なことをされているはずなのに感じてしまうなんて！

　けれど深く考える前に、今度は敏感な粒を吸い上げられた。強い刺激と共に、その一点が熱を持つ。

「やっ、ああっ！」

　えも言えぬ快感に喉をさらして嬌声をあげる。太ももに力が入り、彼の頭を強く挟みこみながらブルリと震えた。

「イったのか……だったらもう挿れるぞ」

　生まれてはじめての絶頂で朦朧としながらも、私はどうにかコクコクとうなずく。膝立ちになった彼が避妊具を装着すると、直後に陰部に硬いものが押し当てられる。ズンッという衝撃と共に異物が身体の中心を貫いた。

「やっ、ああーーーっ！」

　まるで太い杭を無理やり突き刺されたみたいだ。熱くて痛くてお腹が苦しい。痛みに顔をしかめると、蘇我谷さんがピタリと動きを止めた。

「おい、まさか……」

　駄目だ、ここで中断したら私はもうこれ以上耐えられそうにない。どうにかして満足してもらわなければ。

「大丈夫です、続けてください。お願い、早く！」

　彼の首に腕を回して引き寄せると、自分から勢いよくキスをする。つい先ほどこの人にされたように、夢中で舌を動かした。

「……くそっ！」

　低いうめきが聞こえたあとで、激しく突き上げられ掻き回される。

「ああっ！」

　痛いのか苦しいのか悲しいのか……自分の感情さえわからなくなった私は、朦朧としながら宙に手をのばす。

　空をつかもうとしたそのとき、のばしたその手を彼に捉えられた。

「力を抜いて」

　私を軽蔑しているはずなのに、握った手には優しく指が絡められる。

　その大きさと温かさに安心した私は、彼に与えられる快感をそのまま素直に受け止めた。

「あっ、あぁーーっ！」

　そのうち痛いのか気持ちいいのかもわからなくなり、私はひたすら嬌声をあげながら意識を手放したのだった。






２、恋愛未満　ｓｉｄｅ柊生








　思わず彼女を連れこんだホテルの寝室。

　俺はヘッドボードに背中を預けると、隣で眠る彼女に視線をよこした。

　汗ばんだ肌には薄茶色の髪が張りつき、かすかに口を開けた寝顔にははじめての行為の疲れが色濃く滲んでいる。

　──そう、これが彼女のはじめてで……。

「くそっ！　俺は何をやってるんだ！」

　ボスッと力任せに枕を殴ったところで、彼女を起こしはしなかったかと慌てて顔を盗み見た。

　大丈夫、今ので起きた様子はない。

　改めてベッドを見渡すと、シーツのあちこちに血液が付着している。彼女の処女の証だ。

「なんだって俺は……」

　──彼女の純潔を、俺はあんな形で汚してしまったんだ……！

　そして、せっかくの再会さえも。





＊






　出会いは一年半前のパーティー会場。

　蘇我谷グループの副社長に就任したばかりだった俺は、父親と共に名古屋にある『林商会』の商品展示会を訪れていた。

　『林商会』は商業用機材の仲介業者で、我がグループ企業の主力である高級スーパー『蘇我屋』で使用する機材を発注する業者の候補としてあがっていたのだ。

　香坂志保……下の名前が志保だというのは今日知ったばかりだが、彼女は商品展示会のときから目立っていた。

　モデルばりのスタイルに派手な顔立ち。一見軽そうに見えるのに、じつによく働く。

　受付をしていたと思ったら今度は会場内で案内係。

　キビキビと動き回る姿は人目を引いていて、商品そっちのけで彼女に目を奪われたのは俺だけではなかったと思う。

　そのあとのパーティーでは当然大勢の男に声をかけられていたが、彼女は『仕事中なので』とあっさりかわしてしまう。

　ほかの女性社員が仕事そっちのけで俺に嬉々として話しかけてきたものだが、彼女にはそんな様子が微塵もない。

　黙々と仕事をこなすその姿に好感を持った。

　印象的だったのは、途中で気分が悪そうだった林社長をさりげなく椅子に座らせたこと。

　水の入ったグラスを手渡して、じつの父親であるかのように背中をさする姿や彼に向ける柔らかい笑顔がとても素敵で。

　どうにかして話しかけたいと思いつつも、副社長になったばかりの俺は父親と一緒に名刺交換にまわらなくてはならなくて。

　やっと時間ができて辺りを見渡したときにはすでに会場内に彼女の姿が見えなくなっていた。

　──まさかもう帰ってしまったのか？

　焦って廊下に出てみたら、向こうのほうから両手に大量の紙袋を持った彼女が歩いてきた。

　邪魔になるかと思ったがこのチャンスを逃したくはなく、彼女に駆け寄り声をかけた。

「ご苦労様、よく働くね」

「あっ、はい、ありがとうございます」

　ペコリと頭を下げてすぐに歩き出そうとする彼女から、紙袋をいくつか奪い取る。

「手伝うよ、どこに運ぶの？」

「いえ、とんでもないです！」

「無理しないほうがいい。こんなに重いのを一人じゃ無理だ」

　声を掛けたのは話してみたいと思ったからだが、手伝いを申し出たのは純粋に助けが必要だろうと思ったから。

　──どうしてほかの社員に頼らないんだ？　まるで滅私奉公のように一人で動き回っているじゃないか！

　歩きながらさりげなく胸の名札を見ると、『香坂』と書いてある。そうか、彼女は香坂さんか。

　同時に胸の大きさにも気がついた。それまで彼女の働きぶりにばかり目がいっていたが、これはかなりの巨乳ではないだろうか。

　──駄目だ、女性の胸をじっと見るなんて失礼にもほどがある！

　やけに緊張していた俺は、何を話せばいいかもわからずひたすら前を向いて歩いていた。

　──勇気を出して食事にでも誘ってみようか……。

　そんなふうに思っていた俺が大失敗をしでかしたのはそのあとだ。

　そのときの俺は、少し……いや、かなり浮かれていたのかもしれない。そこでやめておけばよかったのに、結構ですと固辞されながら、テーブルに紙袋を並べるのを手伝った。

　すると嬉々として紙袋を並べていた俺の肘が、香坂さんの胸に当たってしまったのだ。

「おっと、失礼！」

　軽く触れただけなのに、やわらかい肌に肘が埋もれるような感触がある。そしてそれを瞬間的に気持ちいいと思ってしまった自分が恥ずかしくて情けなくて……。

「本当に……申し訳ない」

　そう言い捨てて足早に去るのが精一杯だった。

　──くっそ〜、最低だ！

　これではまるで当て逃げじゃないか。

　ほんの少し、うっかり肘が当たっただけだ。

『悪かったね、大丈夫だった？』

　そうサラリと告げて作業を続ければよかったのに。

　意識していたのが丸わかりだったんじゃ!?　もっとスマートな対処の仕方があったんじゃないのか？

　女性経験が無いわけでもあるまいし、どうして俺はここまで顔を熱くしているんだ！

　思い出すほど落ちこむばかりで、その後は彼女に話しかけるきっかけをつかめないまま帰路についたのだった。

　　

　副社長になったばかりの俺は東京に戻ってからも忙しく、恋愛どころではない日々が続いていた。

　再び彼女のことを意識したのは中部地区進出の話が本決まりになったとき。

　時々思い出していた『香坂さん』に会えるチャンスだと、名古屋支部長に名乗りをあげたのだ。

　今は本社副社長の肩書きのまま名古屋支部長を兼任している。

　じつは今回の『林商会』との契約については本決まりになるまで俺が出向く必要がなかったのだが、内部調査で浮かんだある噂が気になって、みずから赴いた。

『小室専務は美人秘書を愛人にしている』

　専務は社長のコネで入社したモデルみたいな女性社員を愛人にしており、社長代行になった途端に彼女を秘書にして入れあげているというのだ。

　そして無能な専務のせいで経営状態も悪くなっているらしい……と。

『林商会』の扱う商品は質がいいが、契約してから品物が入って来なくなるようでは困る。

　そして何より、『モデルみたいな女性社員』が引っかかった。

　──まさか……だよな。

　気になっていたところに先方から接待の場が設けられ、もしかしたら彼女に会えるのではないか、でも、彼女であってほしくないと葛藤しながら出向いた席で……俺は一年半ぶりに『香坂さん』と再会したのだった。





＊






「──まさか彼女が本当に愛人だったとは」

　料亭で彼女を見たときは失望で目の前が真っ暗になった。自分の中で勝手に理想像を作り上げ、女神のように憧れていたのだと思う。

　だからこそ今夜の俺はあまりにも平常心を失いすぎていた。

　小室に言われるまま作り笑顔で酌をしてくる姿に、あの噂が本当だったのかとガッカリし。

　仕事のために男と寝るような淫乱で軽い女だったのかとショックを受けた。

　嫉妬と怒りと失望と、いろんな感情が胸の中で渦巻いて……それをそのまま彼女にぶつけたのだ。

　どうせ汚れているのなら、俺がさらに汚したって構わないだろう！　……と。

　それでも躊躇が無かったわけではない。ホテルで嫌がったら黙って帰してやるつもりだった。

　自分で脱げなんて無理難題をふっかけたのに、従う彼女に苛立ちが募る。

　誘ってきたわりには濡れていない。あの専務相手になら簡単に濡らすのか？

　怒りが沸々と湧いてきて、気づけば彼女の股を開き、ピンクの蜜口に舌を這わせていた。

　強引で乱暴な行為だったと思う。まだ狭くて硬い彼女のナカに無理やり挿入った。

　──どうして俺は気づいてやれなかったんだ！

　彼女はあんなに震えていたのに。揺れる瞳が彼女の怯えを訴えていたのに！

　キスをしたときから慣れていないと感じながら、それさえ演技だろうと突き進んだ。

　途中で『もしや』と思わなくはなかったが、そのときにはもう俺の欲望が滾りすぎていて。

　彼女の吸いつくような肌と甘い蜜に脳みそが沸騰していた俺は、快楽に抗えず激しく抱いてしまう。

　欲望のストッパーが外れた自分を止めることができなかったのだ……。

　

「──まいったな……抱いたらますます本気で惚れてしまった」

　ただの憧れだったはずが、生身の身体に触れて欲が出た。

　自分から惚れるのははじめてだ。しかも身体からはじまる関係だなんて……。

　過去に何人か恋人はいたが、いつも相手から告白されて付き合って、束縛されると仕事を理由に別れてを繰り返してきた。

　パーティーで香坂さんを見てからは恋人を作っていない。

　親から持ちこまれる見合い話も『今は余裕が無いから』なんてもっともらしい理由をつけてかわし続けている。

　ちょうど副社長に就任して忙しかったというのもあるが、今思えば彼女が頭から離れなかったからというのが大きかったように思う。

　──それにしても……。

　香坂さんが処女だったと知った今ならわかる。彼女は何か事情があって小室の言いなりになっているのだ。

　既婚者である小室に心底惚れているのか、または脅されているのか……。

「たぶん後者だろうな」

　俺の希望的観測もあるのかもしれないが、契約のために従業員を差し出すようなクズと彼女が付き合うとは思えない。

　そして彼女が純潔を守っていたという事実がそれを証明している。

　何か困ってるのなら俺が助けたい。いや、彼女に頼ってほしいし願わくば好きになってもらいたい。

「まずはこの状態からどうやって挽回するか……」

　はじまり方は最悪だ。マイナスの印象をプラスに逆転させるには、誠意を見せるしかないだろう。

　俺は汗でしっとりとした彼女の髪を耳にかけてやりながら、目が覚めたときにかけるセリフを必死で考えていた。






３、恋愛前夜








　カタカタと鳴るタイピング音と人の気配で目が覚めた。

　私がハッとして身体を起こすと、バスローブ姿でパソコンに文字を打ちこんでいた蘇我谷さんが手を止めて、壁際のテーブルから振り返る。

「おはよう。その……身体の具合はどうかな。痛みとか」

　その言葉で昨夜の行為を思い出し、気まずさと恥ずかしさが同時に襲う。

「あっ、はい、大丈夫で……」

　動こうとした途端、腰や股関節の痛みに気づく。思わず顔をしかめると、蘇我谷さんが駆け寄ってそっとまた寝かせてくれた。

「無理せず横になっているといい」

「ありがとうございます……」

　昨夜と打って変わった優しい眼差しと穏やかな声音。

　戸惑いながらも枕に頭を載せたまま見上げていると、彼は突然ベッドサイドに真っすぐに立つ。

「悪かった！」

「えっ？」

「今さら謝って済むことではないが……君の純潔をあんな形で奪ってしまい、本当に申し訳ないと思っている」

「いえっ、そんな」

　深々と頭を下げられて、こちらのほうが恐縮してしまう。

　謝るのは私のほうだ。その気がなかった人に無理やり縋って抱いてもらったのだから。

　──そうか、やっぱり処女だとバレてしまったんだ。

　経験不足の私がこの人を籠絡するなんて所詮無理だったのだ。

　すべてがはじめてで無我夢中で、彼から与えられる痛みと快感を受け止めるのが精一杯で。

　──ここで私が「処女を奪われた」と騒ぎ立てれば、蘇我谷さんは『林商会』と契約を結んでくれるかもしれないけれど……。

　やはり彼は誠実な人だった。

　私を抱いて喜ぶどころか、身体をいたわり頭まで下げてくれる。そんな人を脅すなんて絶対にしてはいけないと思う。

　シーツで胸元を隠してゆっくり起き上がると、今度は私が頭を下げた。

「こちらこそ、本当に申し訳ありませんでした。私の都合に蘇我谷さんを巻きこみました」

　彼は驚く様子も見せず、ベッドサイドに腰を下ろして私を見つめる。

「何か理由があるんだね？」

「……はい」

「話してもらえるかな」

　ここで隠し事をしても仕方がない。迷惑をかけたからにはこちらの事情を説明すべきだろう。

　私はコクリとうなずいて、今回の行為に及んだ経緯を語って聞かせた。

　学生時代から抱いてきた容姿へのコンプレックス、私の家庭のこと、社長に受けた恩、専務の横暴と会社の窮状。

「社長には療養に専念してほしいんです。こんなことを絶対に聞かせたくありません。そして社長が戻られるまでは会社を守り抜きたい」

「だからって、あんなヤツの言いなりになって大切な身体を俺なんかに……」

　彼が唇を噛みしめる。

　そんなに苦しげな顔をしないでほしい。蘇我谷さんが謝る必要はないのだから。

「今お話したように、私はちゃんと恋する機会を逃したまま二十八歳になってしまって。この歳で処女だなんてさすがに恥ずかしいと思っていたし、蘇我谷さんのような素敵な方に貰っていただけてよかったんです」

　けれどこれだけはどうしても頼まなくてはならない。

「そのうえで改めてお願いします。林商会に『蘇我屋』さんの機材の発注をいただけないでしょうか」

　我が社が扱うアルミ製ショッピングカートは軽くて小回りが効くから『蘇我屋』さんのように通路があまり広くない店舗には適している。商品ケースも各種取り揃えている……と熱弁をふるう。

「私のヴァージンとかはもうどうでもいいんです！　なので責任とか考えなくてもいいので、純粋に製品の良し悪しで判断していただけないでしょうか。よろしくお願いします！」

　最後にそう言って締めくくると、蘇我谷さんは「ヴァージンよりも宣伝って」とプッと吹き出した。

「君は秘書だけじゃなく営業でもいけるんじゃないかな。たしかに林商会の扱う機材は今のところ第一候補だ」

「本当ですか!?」

「ああ、それはそれとして……」

　──それとして？

　蘇我谷さんがなぜかベッドに上がって正座した。姿勢を正すと真剣な表情で私を見つめる。

「あんなに乱暴にしておいて、俺がこんなことを言う資格は無いのかもしれないが……君のはじめての相手が俺でよかったと思っている。今までほかの男に奪われなくてよかったと」

　意味がわからずキョトンとする私に、彼が言葉を続ける。

「これは責任とかそういうのじゃなくて……」

　蘇我谷さんは少し言い淀んで目を伏せて、それから真っすぐに私を見つめた。

「俺と恋、してみませんか？」

「え？」

　やはりキョトンとする私の様子に、彼は苦笑しつつ隣に座ってきた。

　ヘッドボードに背中を預け、はにかむような笑みを向ける。

「香坂さんは、一年半前の商品展示会を覚えてるかな」

　あのときの私の仕事ぶりを見て好感を持ったのだ……と蘇我谷さんは告げた。

　そのあとのパーティーで手伝ったのは、どうにかして話しかけたかったから。あのとき肘が胸に触れさえしなければ、もっと早くに知り合えていたのに……と、心底悔しそうに顔をしかめる。

「今さらなんだが……あのときは、その、香坂さんの胸に触れてしまい本当に申し訳なかった！」

　頭を下げる真面目な姿に、私の胸がトクンと鳴った。

　私の胸を触ろうとする人はたくさんいるけれど、触ってしまったことをこれほど後悔する人は珍しい。

「ふふっ、本当に今さらですね」

「たしかに、この状況じゃ今さらだな。ベッドの上で謝っても真剣味に欠けるだろうが……。ずっと気に病んでいたからちゃんと言えてよかったよ」

　そう言って目を細めた。

　──こういう人だから私も好印象を持っていたんだろうな。

　彼は私の仕事ぶりをちゃんと見ていてくれた。それだけで今までの努力が報われたように思う。

　胸がほんわかと温かくなって、とても満たされた気持ちになる。

「不本意ながら身体の繋がりが先になってしまったけれど……どうか俺と付き合ってもらえないだろうか。これから徐々に俺のことをわかってほしいし、できることなら好きになってほしいと思う」

　彼の真剣な眼差しに射抜かれて、恋の予感にときめいて。気づけば私はコクリとうなずいていた。

　蘇我谷さんがほっと息を吐いて肩の力を抜く。照れ臭そうにチラリとこちらを見てから右手を差し出してきた。

　私が握り返すと彼はクシャリと表情を緩める。

「今は朝の六時前だけど、香坂さんの出勤時間は？」

「私は今日は休みでいいと言われているので……」

「なるほど、今日は金曜日だから明日も明後日も一緒にいられるということか」

　蘇我谷さんは、今日はゆっくり休んだほうがいいからこのホテルで食事をして、明日はデートして……と一人でブツブツ呟きだす。

　けれど私はそれよりもしたいことがあった。

「あの、シャワーを浴びてもいいですか？」

　昨夜の名残で全身がベタついている気がする。まずは汗ばんだ身体を洗いたい。

　シーツをまとってベッドから足を下ろしたものの、立った途端にふらついた。再びベッドに座りこむ。

「一人じゃ無理だ、一緒に行こう」

「えっ？」

　蘇我谷さんはヒョイと私をお姫様抱っこすると、そのまま浴室に歩きだす。

　彼は私を脱衣所で下ろし、狼狽える私を尻目にバスローブを脱いで全裸になった。

「あっ、ちょっと！」

　驚いて顔を覆っているうちに、今度は私のシーツも剥がされる。

　昨夜は夢中でそれどころではなかったが、日中明るいうちに改めて裸を見せ合うのは恥ずかしい。

　なのに蘇我谷さんが「洗ってあげよう」なんて言いだすから焦ってしまう。

「いえ、そんな！」

「足腰がフラついてるのに倒れられたらと思うと心配だ。それにどうせ……もうぜんぶ見ているから」

　顔を赤らめながらそう言われ、釣られて私も赤くなる。

　手を引かれ、ゆっくりと浴室に足を踏み入れた。

「おいで」

　あぐらをかいた彼の上に横抱きにされ、シャワーで身体を流された。

　排水口に流れていく自分の血を見て、処女を失ったことを実感する。

　──そうか、本当に私は……。

　その視線を追って、蘇我谷さんが申し訳なさそうに眉根を寄せた。

「本当に悪かったね。女性ならはじめてに夢を持っていただろうに」

「いえ、はじめてが蘇我谷さんでよかったです。そうじゃなければ今頃惨めな気持ちで家に帰っていたと思うので」

　あの専務のことだ、蘇我谷さんでなくてもいずれ誰かに色仕掛けで迫れと命じられていたに違いない。そうなったらきっと酷い目に遭っていただろう。

「はじめての相手に好きだと言ってもらえて優しくされて。こういうのは一生無理だと諦めていたので……嬉しかったです」

　私がそう言うと蘇我谷さんは切なげに目を細め、「ほかのやつに奪われなくてよかった、本当に」と私を抱きしめる。

　彼の心から安堵したような声音に胸がキュンとして、愛しさがこみ上げてくるのがわかった。

「キスしてもいいだろうか」

　目が合って、彼が戸惑いがちに聞いてくる。

「キス……したいです」

　すかさず唇が押し当てられて、その気持ちよさに思わず「あ……」と吐息が漏れた。

　開いた唇の隙間から、生温かい舌が忍びこむ。口内をぐるりと舐め、上顎を舌先でなぞられた。

　そこからゾワゾワと刺激が広がっていく。

　彼の手のひらが背中を撫で、そのまま前に滑って乳房を円く揉み上げる。

　先端を摘まれて、「あんっ」と甘ったるい声が出た。

　けれどその途端、柊生さんの顔と手が弾かれたように離れていく。

　うっとりしていた私も我に返り、離れた温もりを寂しく感じて……。

「ごめん、もう無理やりしないと決めたのに」

　申し訳なさそうにシャワーを止めた彼に、私は首を横に振る。

「……無理やりじゃないです」

「えっ」

「私は嫌じゃなかったし……それに、蘇我谷さんも、もう……」

　さっきから腰のあたりに硬いものが当たっている。きっと彼も興奮してくれているのだ。

「嫌じゃないのか」

「……じゃないです」

　それどころかさっきから下半身が疼いて仕方がない。

　膝をこすり合わせてモジモジしている私に気がつくと、彼が薄っすらと目を細めた。

「こんなことを言って節操がないと思われそうだが……君をもう一度抱いていいだろうか」

　──もう一度……。

　その言葉でお腹の奥がジンとする。

「君のはじめてをあんな残念な形で終わらせたくない。やり直させてくれないか？」

　こんなに硬くして切羽詰まった状態なのに、私の気持ちを確認してくれる。彼のその気持ちが嬉しい。

「……よろしくお願いします」

「ああ、今度はちゃんと優しくする。恋人として」

　蘇我谷さんはボディーソープを手に取ると、私の首から肩に、そして胸へと全身くまなく泡を広げていく。

　その卑猥な手つきに肌が敏感に反応し、ビクンと震える。

　まるで全身が性感帯になったみたいだ。

「ん……っ」

「これだけでもう感じてるの？　志保」

「えっ？」

　私が目を見開くと、蘇我谷さんはフワリと微笑みながら私を見下ろす。

「俺のことを柊生って呼んでくれるかな？　志保」

　それだけで子宮がキュンと収縮した。

「柊生……さん？」

「うん」

　彼は満足げにうなずいて、チュッと短いキスをくれる。

「志保、今度はじっくりほぐして気持ちよくするからね」

　柊生さんは左手で私を支えながら、右手で胸をやわやわと揉みしだく。そこから指先をツツッ……と下に滑らせていった。

「脚を開いてごらん」

　私は耳まで熱くしながらも、彼の言葉に従ってそろりと股を開く。

　パックリと開いたソコを見つめられ、恥ずかしいのに疼いてしまう。

「入口がヒクヒクしているね。期待してる？」

「そんなエッチなこと……聞かないでください」

「フッ……だったら身体に聞こう」

　柊生さんはそう言って鼻で笑うと手を動かしはじめる。

　彼の長くて綺麗な人差し指が愛液をまとい、花芯をクルクルと撫でた。

　触れられたソコから生まれた熱が、急速に温度を上げながら全身へと伝っていく。

　頭が沸騰してのぼせてしまいそうだ。

　指のスピードが速まると、私の呼吸も荒くなる。

「んっ……あっ、や……っ」

「志保のココが勃ってきた。桜の蕾みたいだね、綺麗なピンクだ。自分で弄ったことはある？」

「そんなの……ない……ですっ」

　フルフルと首を横に振ると、「嬉しいな、ここに触れるのも剥き出しにするのも俺がはじめてか……」と彼が感慨深げに呟く。

「む……く？」

　目を薄く開けて聞き返すと、彼が優しくうなずいた。

「そう、たった今、志保のクリトリスを俺が剥いた。ぷっくりと膨れて美味しそうだ」

　自分でじっくり見たこともない場所をそんなふうに表現されて、恥ずかしくて言葉にならない。

　両手で顔を覆う私を次なる衝撃が襲う。

　彼が剥いたというその場所を、指先でトンとつつかれたのだ。

「ああっ！」

　ビリッとした強い刺激に腰が跳ねる。

「ちょっと強すぎたかな」

　今度は軽くトントン……ッとつついたあとで、ソフトタッチで左右に揺らされた。子宮のあたりから甘い疼きが湧き上がり、ジワジワと迫り上がってくる。

「んっ、ふ……っ、あんっ」

「こうされるのはどう？　これ、気持ちいい？」

　さらにフルフルと揺らしながら、「志保を気持ちよくしたいんだ、好きなことを教えて？」と甘く囁かれた。

「す……き、柊生さん、これ、気持ちいい、です」

　途端に彼の指に力が入る。剥き出しの花芽をグリグリと押さえつけられ、目の前で火花が散る。

「あっ、やあっ！　駄目っ、おかしくなっちゃう！」

「志保、おかしくなっていいんだ。俺の手でイって！」

「あっ、んん……っ、ああっ！」

　背中を大きくのけぞらせると、つま先を丸めてビクンと達した。

　朦朧としつつ肩で荒い呼吸をする私の頬を、柊生さんが優しく撫でる。

「上手にイけたね」

「私は恥ずかしい……です」

　彼の手のひらにスルリと頬を擦り寄せると、柊生さんは「俺は嬉しいよ、志保が好きなことを一つ知れた」と額に一つ口づけを落とす。

「もっと知りたいんだけど……ココも、いい？」

　私の瞳をのぞきこみながら、彼の人差し指がクチュと蜜口をタッチした。

「志保のナカを探ってもいい？」

　恥ずかしいから直接聞かないでほしい。

　今の私は柊生さんにならどこを触られてもいいし、何をされても気持ちよくなってしまうに違いないのに。

　──それに彼には私自身が知らない私を探ってほしい。彼にはすべてを見せても構わないと思うから……。

「私のぜんぶを……探ってください」

　消え入りそうな声で呟くと、私の耳元で柊生さんの心臓がドクンと跳ねた。

「志保……っ！」

　繁みの下の花弁を掻き分けて、彼の長い指が蜜口に挿し入れられる。

　ゆっくりと慎重に入ってきたソレは、ナカをぐるりとなぞりながら内壁を押し開く。

「痛くない？」

「大丈夫、です」

「敬語は必要ない」

「ちょっと違和感はあるけれど……大丈夫」

「そうか」

　彼は安心したように指の抽送を開始する。

　私はどれだけ濡れているんだろう。彼の指に合わせてクチュクチュと音がして、自分はこんなにもいやらしい女だったのかと驚愕する。

　彼の指がある一点に触れた途端、ビリッと電気が走る。

「やぁっ！」

　思わず大きな声が出た。

　驚くほどの強い刺激に思わずつま先をびくつかせる。

「今度は志保の快い場所を知れたな」

　柊生さんはフッと笑うと指の腹で同じ場所をトントンとノックした。

「やっ、それ駄目ぇ！」

　身をよじって声をあげるものの、彼は指の動きを止めようとしない。

　ジュボジュボとナカを掻き混ぜ抽送を繰り返しながら、合間に敏感な部分をかすめていく。

　身体の奥からさざ波のように痺れが起こり、それが大きな波になっていく。怖いのにその先を知りたくて、私は快感を受け止めた。

「あっ、あっ……、もう、もう……っ」

「いいよ、もう一度、イくといい」

　耳元で囁きながら同時に快い場所をグイッと指で押し上げられた。

「ああーーっ！」

　全身が快感の波に呑みこまれ、目の前がチカチカする。

　私は嬌声をあげながら、今日二度目の絶頂を迎えたのだった。

「片手じゃ焦れったいな……ベッドに行こう」

　息も絶え絶えの私を柊生さんがシャワーで洗い流してくれた。すぐにバスタオルで包んでベッドに運ばれる。

　脚の間で膝立ちになる彼を改めて見れば、細いのにしっかり筋肉のついた肉体はギリシャ彫刻のようだ。

　整った顔と相まって神々しくもある。

　視線を下に向けると彼の立派な屹立が目に飛びこんできた。

　血管の浮かんだそれは天井に向かって反りかえり、先端から透明な液を滴らせてピクピクと動いていた。

「もう少しほぐしておくか……」

　そう言って私の太ももに触れた彼の手に、自分の手をそっと重ねる。

「もう大丈夫」

「いや、志保を痛がらせたくないし」

「柊生さん、私の身体で……大丈夫だった？」

「えっ？」

　不思議そうに見下ろす彼に、私は先ほどから気にしていたことを聞いてみる。

「私が相手では満足できてないんじゃないですか？」

　柊生さんほどの男性であれば今までいろんな女性と付き合ってきただろうし経験も豊富に違いない。そんな彼が二十八歳にもなって未経験だった女を相手にして満足できるのだろうかと心配になるのだ。

「知識もテクニックもないうえに、さっきから私ばかりが気持ちよくしてもらっていて……。こんなの不公平だから」

　昨日だって私は彼にしがみついて声をあげ続けていただけで。

　だから柊生さんにも我慢せず気持ちよくなってほしいと思うのに、どうすればいいのかさえわからない。

　そんな私に柊生さんは優しく口づける。

「本当だ、志保は何もわかっていないね」

「ごめんなさ……」

「違う」

　柊生さんはもう一度唇を塞いでから、今度はこめかみにキスをする。

「君は俺の気持ちも自分の魅力もわかっちゃいない。昨夜の君が素晴らしすぎて、また挿れたくて仕方がなくて、俺はこうなっているのに」

　私の耳たぶを甘噛みしながら艶のある声で囁かれた。

　バリトンボイスが鼓膜を伝い、背中がゾクッとする。

　柊生さんがゆっくりと腰を押しつけお腹の上でスライドさせる。

　彼のカチカチの屹立が恥骨の上を上下すると、それだけで蜜口から愛液が溢れだす。

「柊生さ……私、もう……」

　膝を擦り合わせてモジモジしていると、それに気づいた柊生さんが上体を起こす。

「志保に教えてあげるよ、そんなふうに煽られたら男は止められなくなるっていうことを」

　私の脚を大きく開き、中心にゴムで覆われた彼の先端をあてがわれる。

　その直後、ズンと勢いよく奥まで突き上げられた。

　下腹部いっぱいを占める圧迫感に、私は思わず顔をしかめる。

「ああっ！」

「ゆっくり動くから、深呼吸して」

　言われるままに大きく息を吸って吐くを繰り返すと、私の呼吸に合わせるように彼が小刻みに腰を揺らす。

　異物感に慣れてくると、心と身体が徐々に快感を受け入れはじめてきた。お腹の中がジワリと温かくなる。

「んっ……」

「声を我慢しないで」

　口元を押さえる手の甲を、彼にそっと退けられた。

　戸惑う私を導くように、彼がゆっくりと腰をまわす。

　途端にナカから甘い疼きが生まれだし、開いた唇から吐息が漏れる。

「あっ、や……っ、駄目っ！」

「駄目じゃない……志保、君は感じてるんだ。だってほら」

　こんなに俺を締めつけている……そう耳元で囁かれ、隘路がキュッと収縮した。

「はっ……凄いな、いいよ志保、もっと感じて」

　言うが早いか柊生さんが腰を引き、今度は勢いをつけて奥まで突き上げてくる。

「あっ、ああっ！」

　子宮にズンと衝撃が来たかと思うと、そのまま繰り返し内壁を擦られた。

　彼の動きに合わせてグチュグチュと水っぽい音が立つ。

　──やだ、恥ずかしい！

　二回目でもうこんなに感じている私は淫乱なのかもしれない。

　羞恥から顔を背けて下唇を噛むと、それを邪魔するようにキスされた。

　戸惑う私の口をこじ開けて、熱い舌が挿入ってくる。

　舌の裏を根元から舐め上げられると、背筋をゾクリと刺激が走った。

　そのあいだも彼の屹立は抽送を繰り返し、急速に私の快感を高めていく。

「ふあっ、あっ、ん……っ」

　思わず鼻にかかった声が出た。彼が上体を起こして私を見下ろす。

「気持ちいい？　正直に教えて」

　私が顔を熱くしながらうなずくと、彼は満足げにフワリと微笑む。

「そうか……もっと快くなって、君の啼き声を聞かせてくれ」

「でも、あ……っ！」

　膝裏から足を持ち上げられたかと思うと、折り畳むようにして大きく開かれる。

　割れ目に半分まで刺さった彼のモノが丸見えだ。

　蜜口をびっちりと塞ぐ極太のソレをじっと見ていると、柊生さんがクスリと笑う。

　──あっ、やだ！

　アソコを凝視していたのに気づかれてしまった。恥ずかしくて目が泳ぐ。

「目を逸らさないで」

「えっ？」

「俺と志保が繋がっているところをちゃんと見ていて。志保のナカが快すぎて俺のがこんなに大きくなってるんだよ」

　そう言いながら彼が腰を動かすと、赤黒い屹立が蜜口に出たり入ったりを繰り返す。

　彼の屹立は濡れてテラテラと光り、ソレが押しこまれるたびに結合部からグチュリと愛液が溢れ出る。

　肉棒で擦られて、花弁が徐々にめくれていく。隠れていた花芽が顔を出した。

「あっ、やっ！」

「志保のが勃ってるね、また剥けたんだよ。ここをいっぱいいじめようか」

　ついさっき与えられた強い刺激を思いだす。

　またあんなふうになるのが怖いのに、期待で身体が身悶える。

「はっ……締まったね。志保はこれが好きだもんな」

　何も答えないうちに、まるで私の気持ちなどお見通しだとでもいうように彼が人差し指に愛液をまとう。

　指の腹で私の敏感な部分をクルリと撫で、親指と人差し指でつまみあげる。最後に先端を爪で引っ掻かれて腰が跳ねた。

「やあっ！」

　生まれてはじめての激しい衝撃。先端がジンと痺れている。全神経がソコに集中して、ピクピクと痙攣する。

「刺激が強い？　……これはどう？」

　彼が再び腰を動かしはじめる。ゆっくりと回しながら恥骨を擦り付けられると剥き出しの花芽が熱くなる。

　身体の奥から快感が迫り上がってきた。

「ふっ、あ……っ、んっ……」

「気持ちいいの？　ナカ？　それともこっち？」

　彼が前屈みで身体を押しつける。

　子宮が抉られクリが擦れ、中と外から同時に与えられる刺激に嬌声をあげた。

「やぁっ！　それ駄目っ！」

「ほら、もっとだ！」

　グリグリと下半身を押しつけつつ合間に突き上げられれば、堪らず蜜壺がキュッと窄む。

「ああっ、本当に駄目っ、変になっちゃう！」

「いいんだ、もっと、変に……なって！」

　ズンッ！

「ああっ、イイッ、ああーーっ！」

「……志保っ、好きだ、君も俺を好きになって……！」

　──そんなのもう……

　とっくにあなたに陥落してる。

　そう言おうと思ったのに、彼に激しく攻め立てられて、私はただただ嬌声をあげ続けるしかなかった。
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「あっ、このパン美味しい！」

「ああ、一階のベーカリーから焼きたてを仕入れているそうだ」

　私たちは今、ホテルの部屋で向かい合い、少し遅めの朝食……いわゆるブランチをいただいている。

　ついさっき教えられたのだが、私が連れてこられたこの部屋は、柊生さんが名古屋に来てから宿泊しているエグゼクティブスイートだった。

　昨夜は緊張のあまりそれどころでは無かったが、落ち着いてながめて見れば普通の部屋とはまったく違う。

　寝室とリビングが分かれているし、アンティーク調のソファーセットやダイニングテーブル、執務用のコンピューターデスクまである。

　そして今私たちが食事をしているのは、そのお洒落なダイニングテーブル。

　柊生さんははじめての行為で足腰が立たなくなった私のためにルームサービスを頼んでくれただけでなく、わざわざ隣の部屋まで私を抱いて運んでくれた。

　彼自身は向かい側の席に座り、私と同じメニューを食べている。

　バターの風味たっぷりのスクランブルエッグをフォークで掬いながら、彼が突然問いかけてきた。

「それで志保、俺と恋する気にはなってくれたのかな」

「えっ？」

　突然の質問に手を止めた私に彼が重ねる。

「昨夜の今日でいきなりに感じるかもしれないけれど、俺は君との出会いに運命を感じているし、こうして一緒に朝を迎えられたチャンスを逃したくもない」

　私のトラウマはじゅうぶん理解したうえで、それをときほぐす手助けをさせてもらえないか……と続いた。

「俺の気持ちに君の気持ちが追いつかないのは当然だと思う。だから交際を続けながらゆっくりとでも……」

「追いついてます。とっくに」

「えっ」

「私も……柊生さんのことが好きです」

　今度は彼が手を止めた。口をポカンと開けて固まっている。

　私自身も驚きだ。もう二度と誰かを好きになることなんて無いと思っていたし、昨夜は生贄に差し出された心持ちでいたのだ。

　そんな私を以前から見ていてくれて、好きだと言ってくれて。

　こうして心に寄り添い絶望の淵から救ってくれた人を、どうして好きにならずにいられるだろう。

「恋……しています。柊生さん、私と恋してもらえま……あっ！」

　ガタンと椅子から立ち上がった柊生さんに抱きしめられ、すぐに口づけが降ってくる。

「志保……大好きだ。とっくに君に恋してる」

　重なった唇の間で吐息が漏れ、私の頬を涙が伝う。それを彼の唇が拭ってくれた。

　心が震えてたまらない。私のはじめてを捧げたのがこの人でよかった、また恋することができてよかった……。

「柊生さん、好き……」

　途端に彼の動きが止まる。

「もう駄目だ、我慢できない」

「あっ」

　フワリと抱き上げられて、十分ほど前に出てきた寝室に戻される。

　柊生さんは私をベッドに横たえるとバスローブの前をはだけ、私の胸に顔を埋めてきた。

「ん……っ」

　ジュッと音がして、胸の谷間に赤紫の痕がつく。

「そんなことを言われたら勃つに決まってる。君は煽るのが上手だね」

「そんな、煽ってなんか……！」

「まあいい、愛し合う時間はたっぷりあるんだ」

　蠱惑的な瞳に射抜かれて、再び疼きが湧いてくる。

「今はまだ午前十時、何度だって君を抱ける」

　そう囁いて、彼が私の乳房を口に含んだ。

「んっ、ああっ！」

　私はたった今恋人になった男性に抱かれながら、心の通い合ったセックスの気持ちよさを知り、その快感に酔いしれたのだった。
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　十月最初の金曜日。

　私が夜の品川駅の改札口を出ると、すぐに柊生さんが駆け寄ってきて私のボストンバッグを持ってくれた。

「志保、久しぶり！　変わりはないか？　新しい部署には慣れた？　セクハラされていないか？」

　会うなり矢継ぎ早に質問が飛んでくる。私がクスッと笑うと柊生さんが不思議そうな顔をした。

「なんだ、何かおかしいか？」

「ふふっ、だって柊生さん、まるで父親みたいに心配してるから」

「そこは恋人と言ってほしいんだが」

　私の肩を抱いて歩きながら、彼が照れ臭そうに微笑んだ。

　彼と付き合いはじめて約二ヶ月。私たちは東京と名古屋の遠距離交際中で、こうして時間をやりくりしては逢瀬を重ねる日々を送っている。

　私が東京に会いにくるのは今日が初だ。今までは柊生さんが出店準備で名古屋に来るたびに彼が宿泊するホテルに泊まりに行っていた。

「お母さんはお元気かな？　相変わらず忙しくしているの？」

「うん、明日はキルティング教室のみんなと日帰りバスツアーで、伊勢神宮と海の幸だって」

「いいな……俺たちも今度旅行に行くか」

　柊生さんは、そうサラリと言ってのける。

　私にしてみれば東京に来ているだけですでに旅行気分なのだけど、こうして当たり前のように次の約束をしてくれるのが嬉しい。

　だっていまだに信じられないのだ、こんなに素敵な人が私の恋人だなんて。

　

　柊生さんと付き合うことになったあの日、彼は大丈夫だという私になかば強引についてきて、私の家で母に挨拶をしてくれた。

『志保さんと結婚を前提としたお付き合いをすることをお許しいただけないでしょうか』

　隣に座った柊生さんが突然そんなことを言いだしたときは私が驚愕してしまったけれど、母は大歓迎で。

『この子は一生独身かもしれないと思っていたから嬉しいわ。私がいなくなっても柊生さんが支えてくださるなら安心ね。こちらこそよろしくお願いします』

　母がそう涙ぐみながら頭を下げると柊生さんが姿勢を正す。

『ありがとうございます。志保さんを大切にします』

　まるで結婚の挨拶みたいなやりとりに、今度は私がウルリとして。

　ああ、母は何も言わなかったけれど、ずっと私のことを心配していたんだな。そして柊生さんはそこまで真剣な気持ちで私とのことを考えてくれているんだな。

　そう思ったら泣けてきて、彼に肩を抱き寄せられながら幸せを噛み締めた。

　

　小室専務と顔を合わせたのはその夜のこと。

　柊生さんが前日と同じ料亭の個室に小室を呼び出したのだ。

　漆塗りの立派な座卓を挟み、奥の席に柊生さんと私、手前側に小室が座る。

『御社に商品を発注させていただこうと思います』

　開口一番に柊生さんが告げると、小室は小躍りして喜んだ。

『香坂さん、よくやった！』

　そして口元に下卑た笑いを浮かべて『彼女をお気に召していただけて何よりです』と言ってのける。

　柊生さんが眉をピクリとさせて表情を険しくした。

『勘違いしないでいただきたいのですが、これはあなたではなく商品を信頼しての契約です』

『はっ、はい、それはもちろんで……』

『そしてここからは個人的な話になるが……』

　首をすくめてペコペコしている小室の言葉を柊生さんが遮った。

『香坂志保さんは私の婚約者だ。今後指一本でも彼女に手を出したら絶対に容赦しない』

　凄みのある声で睨みつけられると、小室は顔を青ざめさせて固まった。

「えっ、婚約者……彼女が？」

　私がもて遊ばれてポイ捨てされることはあっても、まさかそんな展開になるとは思ってはいなかったのだろう。小室は目を白黒させて唖然としている。

『小室さん、これはあくまでも提案なのですが』

　柊生さんはそう前置きしたうえで会話を続けた。

『香坂さんはあなたの秘書にしておくには勿体ない人材だと思いませんか？　もっと能力を活かせる部署に配属させたほうが御社のためになると私は思うのですが……』

　彼は『あなたはどうお考えですか？』と言いながらブリーフケースから契約書を取り出し、胸ポケットからはブランドものの万年筆を抜き取った。

『今すぐあなたのご意見を伺いたい』

　物言いは丁寧だが圧がある。

　鋭い眼光で詰め寄られ、小室がゴクリと唾を飲む。

　契約書の上でペンを構える柊生さんに真っすぐ見据えられると、小室はハンカチで額の汗を拭きつつうなずいた。

『蘇我谷副社長のおっしゃるとおりでございます。香坂さんはすぐにでも最適な部署に異動していただきますので……』

　それを聞いた柊生さんは一つうなずいてから契約書にサラサラとサインをした。しかしそれをすぐにブリーフケースにしまいこむ。

『小室さんが私と同じ考えで安心いたしました。それではこの契約書は、そのお言葉を実践されてからお渡しいたしましょう』

　そしてその場に小室を残すと私の手を引き早々に立ち去ったのだった。

『──婚約者だなんて、ちょっと話を盛りすぎじゃないのかな』

　ホテルに向かうタクシーの車内で私がそう告げると、柊生さんは何を言ってるんだという顔で私を見る。

『志保のお母さん公認だし、俺はとっくにそのつもりなんだが……違うのか？』

　瞳の奥をのぞきこみながら、彼が私の手を握る。

『ううん、違わない、です』

　私は頬を熱くしながらも、彼の手をギュッと握り返した。

　　

　私は今、営業部の販売促進課で課全体の秘書兼事務として働いている。

　ありがたいことに新しい配属先では友達ができ、楽しく仕事をさせてもらっている。

　私が小室専務の愛人だという噂は社内中に広がっていたようで、最初は距離を置かれているのを感じていた。

　──ここでもまた同じか……。

　そう思いつつも笑顔で挨拶を続けているうちに徐々に話しかけてもらえるようになり、誤解を解くことができたのだ。

　それができたのは柊生さんのおかげだと思う。

　彼は東京に帰ってからも毎日電話をくれて、『志保なら大丈夫だ』、『君の笑顔は世界一だ、自信を持てばいい』と励ましてくれた。

　おまけに『君はスタイルがいい』、『胸の形がいいし自慢すればいい』と何かと褒めてくれるものだから、今では胸の大きさをコンプレックスだとも感じなくなった。

　好きな人から何度も褒められると自信がつくのかもしれない。

　先日も後輩に、『香坂さん、胸が垂れないように何かしてます？』なんて聞かれて、私が毎日しているリンパマッサージを教えたら感謝されたくらいで。

　過去の私は胸の話題に触れられたくないと、周囲に壁を作っていたように思う。

　前の部署にいたときも今みたいにできていたら、もっと違う人間関係が築けていたのかもしれないな……と考えなくもないけれど、今は過去を後悔するよりも目の前の新しい仕事に全力で取り組みたいと思っている。

　

「──そういえば、小室専務が出向になったの」

　駐車場で彼の愛車の助手席に座って私がそう告げると、柊生さんがシートベルトを締めつつうなずいた。

「ああ、俺のほうにも情報が入ってきている」

　小室は今はもう『林商会』にはいない。滋賀県にある関連会社の専務として今月あたまに異動していったのだ。

　彼は私の部署異動後、新たに秘書として迎え入れた新人の女性社員にも手を出したらしい。

　しかも本気になった彼女がなんと小室の奥様に『別れてほしい』と直談判して大騒動になったという。

　それが病気療養中の林社長の耳に入ったのはその直後。

　いずれ小室に席を譲って引退すると見られていた社長だったが、不倫の話を聞いて『まだまだ引退などできん！』と会社に復帰。甥っ子には修行が必要だと関連会社に出向の決定を下した。

　出向先の『野の口ぐち金型』は林社長の従兄弟が社長を務めている会社だ。

　小室にとっても親戚にあたるので、あちらで野口社長の下、厳しく指導されるのだろうと社員の皆が噂している。

　愛人だった秘書の新人社員は退職した。小室は奥様と別居中らしいが、その後どうなるのか私は興味が無いし知りたいとも思わない。

　林社長は事件後すぐに、我が家までわざわざ謝罪に来てくれた。

　自分の不在中に私が部署を変わっていたことを不審に思い、周囲の情報から私の愛人疑惑を知ったらしい。

　心配してくれた社長に小室のセクハラ行為について簡単に話しはしたが、あの料亭でのハニートラップ強要については伝えなかった。

　私を『林商会』で雇ってくれたことを後悔してほしくなかったし、これ以上心臓に負担になるような情報を耳に入れたくもなかったから。

　それに私が『林商会』で働いていなければ柊生さんにも会えなかったのだ。社長には感謝しかない。

　社長に柊生さんとのことを報告したら、『彼はしっかりした人物だ、これで安心だね』と母と一緒に喜んでくれた。

　いつか柊生さんと揃って林社長に挨拶できたらいいな……と思う。

　

「──それにしても、志保があんな男の毒牙にかからなくて本当によかった」

　柊生さんがハンドルを握りながら息を吐く。

「でも、小室専務がいなければ私たちは知り合えていなかったんだよね」

　ある意味恩人とも言えるのでは……という私の言葉を、柊生さんは「馬鹿を言うな」とぶった斬る。

「あんな男の手を借りなくたって、俺はなんとしてでも志保に辿り着いていたよ。そのために名古屋に行ったんだから」

　その力強い言葉に心臓が高鳴り、心を鷲掴みされた。自然に言葉が溢れる。

「私、幸せすぎて涙が出そう……柊生さん、大好き」

　声を震わせる私を柊生さんはクスリと笑う。

「志保の泣き顔もいいけれど、俺としては今すぐ啼かせたいな」

「えっ、どういう意味？」

　首を傾げる私に彼がチラリと流し目を向ける。

「本当はこれから食事にでもと思っていたんだが……そんな可愛いことを言われたら待ってられない。まずは志保をいただきたいって言ったら、嫌か？」

　すぐに抱きたい……と熱を帯びた表情で言われ、私は黙ってうなずくしかない。

　だって私も彼に抱いてほしいと思うから。

　

　柊生さんが住んでいるのは恵比寿にある二十七階建てのマンションだった。そびえ立つタワーには煌々と明かりがともっている。

　黒い高級セダンを地下駐車場に乗り入れると、柊生さんは私の手を引いて高層階専用のエレベーターに乗りこんだ。

　二十五階のボタンを押してすぐ、彼に唇を奪われる。

「ん……っ、駄目、人が来ちゃう」

「もう待てない、運転しながらずっと我慢してたんだ。キスぐらいいくらでも見せつけてやればいい」

　慌てて胸を押した私にそう告げると、彼は再び口づけた。

　吐息を漏らしながら舌を絡めたキスをしていると、ポンと電子音が鳴ってエレベーターの扉が開く。

　肩を抱かれるようにして彼と小走りで廊下を進んだ。

　玄関のドアを閉めてすぐ、柊生さんに手首をつかまれる。

「あっ、靴」

「そんなのどうでもいい」

　グイと手を引かれ、廊下に片方ずつパンプスを脱ぎ捨てながらついて行く。

　寝室に入ると柊生さんにトレンチコートを脱がされて、間髪を容れず抱き上げられた。

　黒いシーツのかかったクイーンサイズのベッドに横たえられる。

　素早く服を脱いだ柊生さんが覆い被さってきて、キスをしながらあっという間に全裸にされてしまう。

　すぐに首筋に吸いつかれ、チュッという高い音と共に鈍い痛みが走る。キスマークをつけられたのだ。

「はぁ……早く志保にこうしたかった」

　吐息まじりで囁きながら、彼の唇が下りていく。

　両手で私の胸を鷲掴み、先端のピンクにキスをした。ペロリと舐め、食べるかのように口に含む。

　彼にこうされるのは二週間ぶりだ。唇が触れたそこから甘く痺れていく。

「んっ、ああっ、いいっ」

　私が思わずこぼすと、柊生さんが嬉しげに顔を上げる。

「志保もこうしたかったの？　気持ちいい？」

「うん、こうしたかった……気持ちい……っ」

　もっと触ってほしくて胸を反らすと、柊生さんが「おねだり上手だな」と口の端を上げた。

　胸を強く吸い上げ、もう片方の乳首を指先でクニクニと捏ねられる。触れられていないはずの下半身が疼く。

　太ももをモジモジさせる私を見とがめた柊生さんが、片手を下に移動させた。

「もうぐっしょりだね」

　彼は中心の割れ目を指先でなぞりつつ、意地悪く目を細める。

　片手で器用に花弁を開きソコを指の腹で上下に撫でられれば、気持ちよさに蜜壺がヒクリと窄む。

「あっ、あんっ」

「もっと？」

「もっと……っ」

「どっち？　ナカ？　クリ？」

「どっちも……っ」

「わかった、快くしてあげる」

　彼が身体を起こし、私の脚のあいだに陣取った。両膝を大きく開かれる。

　──あっ！

　中心線をたどった指が、そのまま蜜壺に挿入された。すぐに激しい抽送がはじまる。

　グチュグチュと泡立つような音を立てて激しく内壁をこすっていく。

　同時に花芯に口づけられた。優しく唇を押しあててから粒の輪郭を舌先でゆっくりとなぞられる。

　下半身全体がゾワゾワして私は甘い声を漏らした。

「んっ……んあっ！」

「もっと声を出していいんだよ」

　舌の動きを速めつつ、指を二本に増やされた。

　私の快い場所を知り尽くした指が、抽送の合間に敏感なポイントを撫でていく。そのたびに私は腰を跳ねさせてしまう。

「ああ、いいっ」

　明らかな反応に気をよくした彼が、今度はその部位を執拗に攻めてくる。

「ああっ！　駄目ぇ！」

　指の腹でグリグリと押された。お腹の奥で熱の塊が生まれ、その熱が全身を伝っていく。

「もうイくっ！」

　そう思った瞬間、彼はナカから指を抜いた。スッと熱が引いていく。

　──えっ、どうして？

　弾けるその直前に寸止めされて、行き場のない劣情が体内でもがく。

「……柊生さん？」

　なのに眉根を寄せて問う私を放置して、彼は上体を起こしてしまう。

　股のあいだに座ったまま、戸惑う私を意地悪く見下ろしてきた。

「開いてごらん」

「えっ？」

「自分で脚を持って、股を開いて」

　──自分で……って……。

　彼とはもう何度か肌を重ねているけれど、知識もテクニックも乏しい私はいつも受け身だ。

　こんな要求をされるのははじめてで、どうしたものかと狼狽えてしまう。

　けれど情欲の浮かんだ彼の瞳と目が合うと、私はコクリとうなずいていた。

　だって身体に溜まった熱を早く吐き出してしまいたいのだ。ナカが疼いて仕方がない。

　──それに柊生さんに喜んでもらいたいし。

　私は彼に見守られながら両手を膝裏に添える。グッと握りこむと、思いきってそのまま外開きに持ち上げた。

　すぐに花弁がパクリと開いた感覚があり、冷たい空気が流れこむ。

　羞恥で真っ赤になりながらも、その手を離すつもりはなかった。だって早く触れてほしいのだ。

「これで……いい？」

　股に注がれていた柊生さんの視線が離れ、私と目が合う。けれど彼は黙ってうなずくと、すぐまた股間に目線を戻した。

「見られると余計に感じる？　どんどん溢れてるけど」

　私自身も気づいていた。ナカから生温かい液が溢れてお尻まで伝っている。

「知らなかったな、俺の志保がこんなにいやらしいだなんて」

「嫌だ……お願い、早く」

「早くどうしてほしいの？　また上手におねだりしてごらん」

　恥ずかしくて仕方がない。こんな格好をしているうえに、さらに何を言えというのか。

　けれど理性よりも欲望が勝った。

「お願い、早く気持ちよくして、イかせて！」

「舐めてほしい？」

「舐めて。いやらしい液をいっぱい舐めて、舌でイかせて！」

「いい子だ」

　言うが早いか彼が私の太ももを押しどけ中心に舌を寄せる。いきなり勢いよく愛液を舐めはじめた。

　ピチャピチャ、ジュルッと音が響く。わざと大きな音を立てているのだ。

　ほら、こんなにおまえはいやらしいのだと言われているようで、恥ずかしいのに興奮している自分がいる。

　またトロリと奥から溢れてきて、彼の舌が待ち構えていたように掬い取った。

　愛液を味わうと、今度は彼の唇が花芯に移る。

「凄いね、触る前からツンと勃ってる。さっき中途半端だったから疼いてた？」

　ココが……と言いつつ舌先で先端をつつかれれば、敏感なソコはビクンと跳ねる。

「嬉しいな、俺の舌で志保のココが喜んでる。プックリ顔を出してきた」

　クスリと笑われ熱い息が吹きかかる。それさえも刺激になって蜜口が窄まる。

　そこを両手で開かれて、再び激しく舐められた。

「ああっ、いいっ！」

　愛液を啜られ舐め上げられ、剥き出しになった花芯を吸い上げられる。

　頭が沸騰して何も考えられない。ただただ快感を拾うために脚を開き、腰を突き出していた。

　お腹の奥底から波が来た。今度は彼も動きを止めない。

　存分に感じろとばかりにクリをガジガジと甘噛みされた。途端にパン！　と刺激が弾ける。

「あっ、やっ……ああーーっ！」

　私は思わず脚から両手を離すと、彼の髪を掴んで背中をのけぞらせていた。

　腰を跳ねさせ動きが止まる。

　私が脱力したのを確認すると、柊生さんが身体を起こす。素早く避妊具を装着し、まだ痙攣を繰り返す蜜口にあてがった。

　すぐに激しく恥骨がぶつけられ、乾いた音が寝室に響く。

「やぁっ！　駄目っ、もう……っ」

　全身の細胞が敏感に刺激を拾う。イったばかりの身体が苦しさに身悶える。内壁が大きくうねるのを感じた。

「……っは、志保のナカ、気持ちよすぎる。柔らかくなった肉が絡みついてくる」

「柊生さん、私、もう……」

「はっ……また、イきそうか？　俺も、ずっと我慢してたから……すぐにっ、イっちゃいそうだ」

　彼が抽送を速めれば、子宮のあたりから新たな波が生まれはじめる。

　腰を押しつけ最奥を容赦なく抉られて、苦しさの先の快感に身震いした。

「柊生さん、私、もう駄目……っ！」

「俺も……っ！」

　彼が私の手を握る。ぎゅっと握り返した瞬間に彼が腰を震わせた。

「やっ、ああっ！」

「うあっ、は……っ」

　私の中で彼がビクンと大きく跳ね、数回繰り返したのちに静止する。

　汗ばんだ肌で抱きしめ合えば、二人の鼓動が重なった。

「志保……最高だ」

「うん」

「もう一回いい？」

「うん……えっ、ええっ!?」

　目を見開く私を尻目に、柊生さんは新たな避妊具を手に取るのだった。





＊






　翌日の私は朝起きてからずっと緊張していた。

　フライパンを持つ手が震えて朝食用の目玉焼きを焦がしてしまうほどには。

　それもそのはず、今日は午後から二人で柊生さんの実家を訪問することになっているのだ。

　彼のご両親に会うことは、東京に行く前から聞かされていた。

　むしろこちらが今回のメインイベントだと言ってもいいだろう。

『俺の両親が志保に会いたがっているんだ』

　彼から電話でそう告げられたときは、口から心臓が飛び出そうなほど驚いた。

　私たちが交際をはじめてまだたった二ヶ月。私的には少し早すぎやしないかと思ったのだ。

　しかしなんといっても柊生さんは付き合うと決めたその日に私の母に挨拶をしに来た人だ。

　彼にとっては『まだ』ではなくて『やっと』なのかもしれない。

　我が家は母子家庭で一般人。当然彼のご両親の反対が予想される。それでも『絶対に大丈夫だから』という柊生さんを信じてついていこうと覚悟を決めた。

　インターネットで『彼の親に会うときの服装』、『彼の両親に好感度の高い服』などと検索して購入した紺色の膝丈ワンピースにオフホワイトのジャケットを合わせ、髪はスッキリとハーフアップにする。

　私の姿を上から下まで目視して、柊生さんが「うん、とても綺麗だよ」と微笑んだ。

　彼とご両親の服装の好みが同じであることを祈りつつ、私は黒いセダンの助手席に座った。

　

　柊生さんの実家は南麻布の閑静な高級住宅街にあった。

　坂の途中にある白い壁の一軒家で、瀟洒な造りがさすが有名な『蘇我谷グループ』の社長宅だと思わせる。

　彼が車からリモンコンでガレージのドアを開くと、三台分は停められる広いコンクリートのスペースに高級国産車とドイツ車が停められていた。

　その隣の空いた場所に柊生さんが慣れた様子で車を乗り入れる。

　ここまで来ると否応なく心拍数が上昇する。彼が助手席のドアを開けて手を引いてくれるが、膝が震えて仕方がない。

「志保、そんなに緊張しなくても大丈夫だ。俺が好きになった女性を両親が認めないわけがない」

　そう微笑まれても緊張するなと言うほうが無理な話だ。

　それでもここまで来たからには覚悟を決めるしかない。私は慌てて手櫛で髪を整えると、片手で自分の胸を押さえながら柊生さんについていったのだった。

　

「いらっしゃい、お待ちしていたのよ」

「はじめまして、香坂志保と申します」

　玄関で出迎えてくれたお母様は整った顔立ちの美人で、くっきりした二重の目元が柊生さんと似ていると思った。

　彼女に先導されて廊下を進み、突き当たりのドアを開けるとその向こうが広いリビングダイニング。

　白とグレージュの色合いで統一されたモダンな造りの部屋で、向かって左側に置かれた白い革張りのソファーに柊生さんのお父様が座っていた。

「やあ、いらっしゃい」と笑顔で迎えてくれた彼はロマンスグレーの上品な紳士で、このご両親なら柊生さんのような美形が生まれるのは当然だなと納得させられる。

　私が手土産に持参した名古屋限定のロールケーキをお茶請けにしつつ、予想外に和やかな空気のなか会話が進んだ。

　私の家庭のことや母のキルティング教室、そしてお世話になった林社長のことや会社での仕事について問われるままに答えていく。

「母親思いのいい娘さんだね」

　ご両親が顔を見合わせながらそうおっしゃってくれて、ホッとする。

「ほら、俺が言ったとおりだったろう？　志保は素敵な女性だって」

　すかさず柊生さんが誇らしげに言うと、またもやご両親が顔を見合わせる。

「ああそうだな、おまえが言ったとおりだ」

　お父様が柊生さんにうなずいてから、今度は私に向かって話しかけた。

「志保さん、柊生が家に女性を連れてきたのはこれがはじめてでね」

「そうなんですか？」

　慌てて隣を見ると柊生さんもうなずいているので、どうやら本当のことらしい。

　今までさんざんモテてきたであろう彼がはじめて親に紹介してくれたのが私だという事実に、ご両親の前なのに涙がこぼれそうになる。

「柊生に恋人を紹介したいと言われたのも驚いたんだが、さらに『俺の彼女をいじめるな』とまで言われてもっと驚いてしまってね」

　──ええっ!?

　お父さまによると、柊生さんは私をご両親に紹介するにあたり、なんと『俺の志保をいじめたら二度と家には寄りつかない』と事前にしつこく念押ししていたのだという。

「えっ、本当にそんなことを言ったの？」

　驚きの視線を向ける私に、柊生さんが気まずそうに目を泳がせる。

「いや、それは……うん」

　彼は隠し事を見つかった子供みたいに肩をすくめてみせた。

　そうか、柊生さんが自信満々に言っていた『絶対に大丈夫だから』の根拠はこれだったのか。

「柊生さん、親を脅すのはよくないと思う」

「いや、あれは脅しじゃなくてお願いだから」

　そんな私たちのやりとりを見ていたお父様がハハッと笑って話を続ける。

「親馬鹿だと思われるだろうが、柊生はとてもよくできた息子でね」

　私もきっとそうだろうなとは思っていたが、実際に柊生さんは幼いころから優秀で、近所でも『神童』と呼ばれるほどの有名人だったらしい。

　勉強もスポーツも何をやらせてもサラリとこなしてしまうし教師や友達からの人望もある。

　女子からは芸能人扱いで、家まで会いにくる子も多々いたという。

　それでもこれといった反抗期も道を逸れるといったこともなく真っすぐに育ち、本当に手のかからない子だったのだそうだ。

「柊生があまりにも『いい子』すぎるものだから逆に心配になってしまってね、妻と『何か我慢しているんじゃないだろうか』とか『いつか急にキレたりしないだろうか』なんて話し合ったこともあったんだ」

　実際には彼がグレたりキレたりすることはまったく無く、こうして立派に副社長にまでなっている。平凡な私から見たら奇跡の人だ。

「俺を心配って……そんなのはじめて聞いたよ」

　初耳だと驚く柊生さんにうなずいて、お父様がセンターテーブルの上で指を組む。

　彼はここからが話のメインだとばかりに身を乗り出した。

「志保さん、そんな柊生のはじめての我が儘が、今回の名古屋行きだったんだ」

「えっ……」

　『蘇我屋』の中部地区進出が決まったとき、柊生さんが自分を支部長として名古屋に行かせてほしいと社長であるお父様に直談判したのだという。

「『林商会』のパーティーで出会ったという二人の馴れ初めを聞いて、やっとわかったよ。柊生は志保さんに会いたくて必死だったんだね」

「ちょっ、父さん！」

　そこにお母さまも参戦する。

「そうそう、皆さまからいただいたお見合い話ものらりくらりとかわしてばかりで。結婚に興味がないのかと思っていたら、名古屋に想い人がいたなんてねぇ」

「ちょっと、母さんまで！」

　慌てる柊生さんを尻目にお母様が話を続ける。

「志保さん、我が息子は三十一歳にしてようやく反抗期を迎えて、三十一歳にしてはじめて我が儘を言ったの。遅咲きよねぇ」

　嬉々として語る姿にとうとう柊生さんが白旗をあげた。

「もう降参だ、事前に口止めしておかなかった俺の戦略ミス」

　顔の横で両手を上げる柊生さんと、それを見て揶揄うご両親。温かい家族の様子に柊生さんのルーツが垣間見えたような気がした。

　彼は幼い頃からこんなふうに愛情をたっぷり受けて育ってきたのだろう。

　優しくて尊敬できる両親と恵まれた環境に囲まれ、きっと反抗する理由も無かったのだ。

「とても素敵なご家族ですね」

　私が思ったままを言葉にすると、柊生さんのご両親は「ありがとう」と微笑んでくれた。

「今日こうして志保さんにお会いして、やはりうちの息子は優秀だと確信したよ。女性を見る目もしっかりしている。面食いなのは私譲りだな」

　お父様の言葉で再び場が盛り上がる。和気藹々とした雰囲気に、最初の私の緊張が嘘だったかのようにほどけていく。

　そのとき柊生さんが急にかしこまって口を開いた。

「お父さん、お母さん、これで志保のことをわかってくれたと思う。俺は彼女と結婚を前提に付き合っているから、そのつもりでいてほしい」

　よろしくお願いします……とお辞儀した彼にならい、私も慌てて頭を下げる。

　柊生さんのことだからそういう話題を出すかもしれないと予想はしていたものの、『結婚』というそのものズバリのワードを出されて心臓が跳ねる。

　ご両親の反応が気になり恐る恐る頭を上げると、お二人共感慨深げに瞳を潤ませていた。

　お母様が胸の前でパンと手のひらを合わせて声をあげる。

「これはさっそくお祝いしなくちゃね。二人共まだ時間はあるんでしょ？　夕飯も食べていってちょうだい」

　私に好き嫌いはないか、生魚は大丈夫かと聞いて、さっさと寿司の出前を頼んでしまった。

　挨拶だけするつもりでいたのがしっかり高級寿司や蛤のお吸い物までいただいて、幸せで楽しい思い出と共に蘇我谷家の初訪問を終えたのだった。

　あたりがすっかり暗くなった午後八時過ぎ、ご両親に見送られながら車を発進させると、柊生さんは少し照れたような顔でチラリと私に視線を向ける。

「俺の両親、どうだった？　いきなりうるさかったけれど、嫌じゃなかったかな」

「嫌だなんてとんでもない！」

　優しくて素敵なご両親だと感じたままに伝えると、柊生さんは満足げに微笑んだ。

「今日は勝手にごめん」

「えっ？」

「結婚のこと。俺の親と志保が仲良く話しているのを見たら、なんかいいなって思ってさ……そうしたら急に言いたくなった」

　怒った？　と聞かれて私は「ううん」と首を振る。

「嬉しかった。私も柊生さんといつかそうなれたらいいなって思うし」

「うん、そうか、ありがとう」

　柊生さんがドライブを提案し、三十分ほど車を走らせてから児童公園の駐車場に車を停めた。

　高台にあるそこからは、家々の窓に明かりがともった街の夜景が見える。

　柊生さんはシートベルトをはずすとこちらを向いて、両手で私の手を握る。

「志保、俺と一緒に住まないか？」

「えっ」

「二ヶ月間離れていてわかった。俺は少しでも多くの時間を志保と過ごしたい。俺が名古屋に行ったら同棲しよう」

　来月には支部長として名古屋に住居を移す。そのとき私もそこに来てほしいと彼は言う。

「もちろん志保のお母さんに許可をいただく必要があるけれど、俺がちゃんと説得するから」

「……うん、私も柊生さんと一緒にいたい」

　私だってこの二ヶ月間は寂しかった。柊生さんが仕事のついでに名古屋に来れてもせいぜい一泊か二泊。

　彼の乗る新幹線を見送るたびに、次はいつ会えるのだろうと切ない気持ちになっていたのだ。

「嬉しい。柊生さん、ありがとう」

　涙ぐむ私の目尻を彼の親指で拭われる。

　抱き寄せられて、彼の胸に顔を埋めた。

「じつはもうマンションの候補を絞ってあるんだ。『林商会』までたった二駅で、志保のお母さんにいつでも泊まりに来てもらえるよう３ＬＤＫ。あとで間取りを見せるよ」

「嘘っ！」

「明日志保が帰るときに一緒に行ってお母さんに挨拶させてもらってもいいかな。善は急げっていうし、志保の気が変わらないうちに決めちゃいたいし」

「ええっ!?」

　じつはそのつもりで月曜日は半日スケジュールを空けてあったのだという。

　さすが神童、行動力も半端ない。

　驚きすぎて感動の涙がスンと引っこんだ。

　──名古屋の都心で３ＬＤＫのマンション、しかも自分よりも私の通勤に配慮って、こんなの贅沢すぎじゃないのかな。

　けれど私にはその強引さが嬉しくて。

　もしも柊生さんに『どうしたい？』と曖昧に聞かれていたら、私は母のことや彼の立場、いろんなことをグルグル考えて、結局は現状維持を選んでいたに違いない。

　私から一緒に住みたいと口にすることは無かっただろうし、ましてやこんなにすぐに行動に起こすなんて思いつきもしなかっただろう。

　いつだって柊生さんが『大丈夫』と手を引いてくれるから、私も変化を恐れつつ一歩前に踏み出してみようと思えるのだ。

「うん、一緒に家に来てもらえたら嬉しいな。私もお母さんに頼んでみる」

「そうか、決まりだな」

　自然に顔が近づいて、舌を絡ませ口づけた。

　気づけば彼の右手がワンピースの裾から忍びこみ、ストッキング越しに太ももをゆっくりと撫でている。

「志保、脚を開いて」

　柊生さんが甘ったるく囁きかける。

　言葉の意図を察した私は頬を紅潮させながらおずおずと膝の間隔を空けた。

「もっと大きく。これじゃちゃんと触れない」

　シートを倒され否が応でも期待が膨らむ。こんな場所でと思うのに、私は彼に言われるまま座席の幅ギリギリまで脚を開いていた。

　ストッキングの上から秘部に触れた柊生さんが、口の端を上げて意地悪く笑う。

「もう上まで滲み出てきてる。スリルがあるの、好き？」

「嫌だ、聞かないで……」

　両手で顔を覆った途端、「破ってもいい？」と彼の言葉が降ってきた。

「えっ？」

　答える前に彼の指先に力が入り、薄い布地に穴が開く。股の部分から引き裂くと、そこからショーツに触れてきた。

　クロッチ部分を脇に寄せ、彼の指が花弁を開く。そこをスッと撫で上げて、私の耳元で囁いた。

「……っは、もうこんなにグチョグチョじゃないか、いやらしい」

「もう、言わないで……」

　言葉と裏腹に私の呼吸は乱れだし、子宮のあたりがキュンとなる。

　もっと触れてほしくて必死で股を開いた。

「俺が志保をこんなにいやらしくしちゃったんだな。責任をとってちゃんとイかせてあげなきゃ」

　ヌプッ……と彼の指が挿入ってきた。

　探るようにゆっくりと抽送を開始し、浅いところで内壁をこする。

「あんっ！」

　私が腰を跳ねさせると、今度はその一点を指の腹で攻めはじめた。

「やぁっ！　それ、駄目……っ」

「俺はもう知ってるよ。志保の『駄目』は『もっと』だって」

　敏感なところを指でかすめたり強く押し上げたりしながら快感を高められていく。強弱つけた攻撃に嬌声をあげた。

　──駄目、こんな場所で大きな声を出したら……！

「志保、大丈夫だ。こんな暗い場所で外からは見えないし、俺が口を塞いでいてあげるから」

　思いきりイけばいい……と囁かれ、つま先からゾクゾクと痺れが駆け上がってくる。

　唇が重なり、彼の舌で口内を蹂躙される。同時に私のナカで二本の指が抽送を開始した。

　こすられて掻き回されて、触れられた場所すべてが敏感になる。

　もう快感を追いかけることしか考えられない。

「んっ……ああっ！」

　口づけが深くなり、洩らす声ごと呑みこまれた。

　抽送が速められ、ナカに熱の塊が生まれる。それはマグマのように蠢いて、出口を求めて這い上がってくる。

　もうどうにも止められない。私は腰を突き出した。

「んんっ、もう……っ、イくっ」

「志保、イけっ！」

　親指で花芯を押され、ビリッとスイッチが入った。目の前で光が弾けて私は喉を晒す。

「ああーーっ！」

　唇の間でくぐもった叫びが響き、そして脱力した。

　甘い吐息を漏らしながらしばらく抱擁を続け、リップ音を立てて離れていく。

「はっ……ここじゃこれまでだな。続きは帰ってから……いい？」

　私のシートを起こしワンピースの裾を整えながら、柊生さんが瞳を覗きこんできた。

「うん……いい」

　ほんの少しの時間も勿体なくて、二人でそそくさとシートベルトを装着する。

　すぐに柊生さんがアクセルを踏みこむと車はブォンと大きなエンジン音を立てて、一路恵比寿のマンションへと向かったのだった。
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　翌日は少し遅めの朝食を摂ったあと、マンションからほど近い複合商業施設へと二人で出かけた。

　待ち合わせ場所として有名な時計広場は、日曜日ということもありすでに仲睦まじいカップルや家族連れで賑わっている。

　そんな広場の様子を見渡した柊生さんが、楽しげに私を見た。

「俺たちも恋人らしくイチャイチャしようか」

「ふふっ、いい歳してイチャイチャは恥ずかしいけれど、恋人らしくはしたいかな」

　なにせ私たちはまだ交際二ヶ月目で、しかも遠距離カップルなのだ。たまに会えたときくらいは恋人らしく過ごしたい。

「いい歳って、志保はまだ二十八歳じゃないか。それに俺はいくつになっても君とイチャイチャするよ」

　言うが早いか柊生さんに肩を抱かれ、額にチュッと口づけられた。

「ちょっ！」

　慌ててキョロキョロと周囲を見渡す私の顔を、横から柊生さんがのぞきこむ。

「嫌だった？」

「嫌……じゃない」

　──もうっ、わかってるくせに！

　柊生さんの愛情表現を私が嫌がるわけがない。

「ハハッ、さあ、行こうか」

　屈託ない笑顔で差し出された手を、私は真っ赤な顔で握り返した。

　レンガの敷き詰められたヨーロッパ風のプロムナードを並んで歩いていると、柊生さんが「じつはここに『蘇我屋』も入ってるんだ」と教えてくれた。

　数年前に撤退した百貨店の跡地の再開発が進んでおり、地下二階が食品と雑貨のスペースとなった。そこに『蘇我屋』もテナントとして入ったのだという。

「俺は今、名古屋のほうにかかりっきりになっているが、企画の段階まではこっちにも携わっていたんだ」

　そう聞かされて俄然興味が湧いてくる。

　じつをいうと私は『蘇我屋』の様子を写真では知っているものの、実際の店舗をおとずれたことがなかった。

　私が勤めている『林商会』の仕事にも関係していることだし、せっかくだったらお店の内部をしっかりこの目で見ておきたい。

　──それに柊生さんも携わっているのならなおさら興味があるし。

　私の興味津々な表情に気がついたのだろう。柊生さんが立ち止まり、左の商業棟のほうを指さしてみせる。

「行きたい？」

「行きたい！」

　即答する私をふはっと笑うと、彼は「こっちだ」と私の手を引いた。

　

　商業棟の地下に行くにはエレベーターかエスカレーターを利用するのだが、私たちは建物内部の様子も見たかったのでエスカレーターを利用した。

　まだ未使用で閑散としている地下一階を通過しさらに降りていくと、地下二階でいきなり人が増えて賑わっている。ここが新しくできた、食品と雑貨を扱うフロアだ。

『蘇我屋』はこの食品スペースの奥にどんと店を構えていた。ほかのテナントに比べてかなり広い区画を使っていることから、『蘇我屋』が地下二階の目玉だということが窺える。

　柊生さんに先導されて中に入るとさっそく店内を見てまわる。

　彼の案内で陳列棚や冷凍品のショーケースを見ていると、奥から男性社員が駆け寄ってきた。「副社長、いらしてたんですか!?」

　彼の左胸についた名札に『店長』と書かれている。彼がこの店のトップらしい。

「加納さん、お久しぶりです、繁盛しているようですね」

　柊生さんは店長の加納さんと簡単な挨拶を交わしてから彼に私の紹介をしてくれた。

「加納さん、彼女は私の婚約者の香坂志保さん。今日は彼女がこちらの見学をしたいというので連れてきたんだ。志保、こちらは店長の加納さんだ」

　お互いお辞儀して挨拶をすませたところで、加納さんが柊生さんにお店のことで相談があると言い出した。

「いや、今は……」

　柊生さんがチラリと私を見る。

「私なら勝手にお店を見てるから、行ってきて」

　私がそう言うと、柊生さんは「悪い、なるべく早く戻るから」と言い残して加納さんと店の奥へと入っていく。

　それを見送ってから、私は店内の見学を再開した。

　さすが『蘇我屋』は名前の知れた高級スーパーだけあって、私が普段通っているようなお店とは品揃えが違う。アメリカやフランスなど海外の珍しい食品が豊富だし、客層も気のせいか上品で落ち着いているように見える。

「あっ、このチョコレート美味しそう、営業部のお土産に買っていこうかな」

　私が商品を手に取って眺めていた、そのとき。

「あれっ、香坂さん？」

　いきなり名前を呼ばれて振り向くと、そこには白シャツとチノパンに黒いカジュアルジャケットを合わせた男性が立っていた。

　一瞬誰かと考えたが、改めて顔を見つめたところで驚愕する。

「……先輩!?」

　それは思い出したくもなかった忌まわしい記憶。彼は高校時代に私を部屋に連れこみ、思いどおりにならなかった途端こっぴどく振ったテニス部の元部長だった。

「俺、名古屋からの出張でさ、明日この近くの会社を訪問するんだ。それでせっかくだから前泊して東京観光してるんだけど……」

　突然のことで固まる私にお構いなしで、先輩はペラペラと一人で語る。

「香坂さんは今、東京に住んでるの？　一人で買い物？」

　彼の視線が上から下まで移動する。全身を舐め回すような目つきが小室専務を思い出させた。

　ジロジロと無遠慮に見つめられ、背筋が凍る。

　──嫌だ、気持ち悪い！

　過去の悪夢が蘇る。痴漢、盗撮、ボディタッチ。先輩の部屋ではベッドに押し倒されて……。

　そんな私の動揺にも気づかず、先輩は胸のあたりをしばらく凝視してから口の端をニヤリと上げた。

「相変わらず色っぽいな。ねえ、今は彼氏がいるの？　よかったらこれからお茶でも……」

「彼女には彼氏がいるし、お茶にも行かないよ」

　──えっ!?

「柊生さん！」

　いつのまにか隣に来ていた柊生さんが、私を庇うように前に出た。彼は先輩に対峙しつつ、斜めうしろにいる私に声をかける。

「志保、この人は？」

「あの、この人は高校時代のテニス部の先輩で……」

　それだけで柊生さんは事情を悟ったらしい。その肩がピクリと動くのが見えた。

　柊生さんは胸ポケットから名刺入れを取り出すと一枚抜いて先輩に差し出す。

「失礼しました、私は彼女の婚約者で『蘇我谷グループ』副社長をしております蘇我谷と申します。あなたの名刺もいただけますか？」

「婚約者……蘇我谷グループ!?」

　途端に先輩の顔色が変わる。

「いや、俺はちょっと懐かしいなって思っただけで、べつに……」

　あとずさる先輩に、柊生さんが「名刺、いただけますか？」と右の手のひらを出して追い討ちをかけた。

　先輩が躊躇しつつも渡した名刺を手に取ると、柊生さんがそれをじっと見つめてから胸ポケットにしまいこむ。

「サンエイ加工さんで営業をされているんですね。サンエイさんが商品を卸していらっしゃる山やま代しろ食品さんは我が社もお世話になっております」

　そして一歩下がって私の隣に並ぶと、彼は私の腰を抱き口角を上げた。

「私のフィアンセはこのとおり抜群のプロポーションなものですから、彼女の美しい内面を見ようともせず身体目当てで近づく下品な輩が多いんですよ。あなたもそうなのかと思って警戒してしまいました。失礼しました」

「いや、俺は、そんな……」

　動揺する先輩の前で、柊生さんは私の顔をのぞきこむ。

「志保、俺以外の男性に笑顔を向けられると嫉妬しちゃうんだけど」

「笑顔なんて見せてない、私は柊生さんのものだし」

　私は勇気を出して顔を上げ、先輩を真っすぐに見つめた。

「先輩、高校の部活ではお世話になりました。もう二度と話しかけてこないでください、さようなら。柊生さん、行きましょう」

　私が柊生さんの手を引きズンズンと歩きだすと、最後に柊生さんが先輩を振り返った。

「ああ、山代食品さんはこの近くでしたね。もしも寄られるようでしたら山代社長によろしくお伝えください。懇意にさせていただいているので」

　店を出ていく私たちを、先輩がどんな顔で見送っていたのかは知らない。私は振り返らなかったから。

　

　店から外に出ると、今度は柊生さんが私の手を強く引き、先に立って歩きだした。

「柊生さん、どこに行くの？」

「どこでもいい、二人きりになれる場所だ」

「えっ？」

　握る手に力が籠められる。それきり彼は無言のまま早足で進み、私はメインの通りから逸れた建物の陰に連れこまれた。レンガの壁を背に両腕で囲まれ口づけられる。

　肉厚の舌が口内に挿し入れられ、歯列をなぞられる。息継ぎをする暇も与えられず、私はただただ彼の動きに合わせて舌を絡めていた。

　銀の糸を引きながらようやく唇が離れると、彼にキツく抱きしめられる。

「急にごめん、苦しかった？」

　荒い息をしながらそう聞かれ、私は首を横に振る。

「ううん、大丈夫。柊生さんにキスされるの、好きだし」

「志保が知らない男に話しかけられてて、めちゃくちゃ焦った。その相手が志保を傷つけた相手だって知って、殴りかかりたいのを必死でこらえた」

「うん、わかってた。ありがとう」

　柊生さんは腕を緩めると、両手を私の肩に置いて一つ深呼吸する。

「ごめん、要はただの嫉妬だ。あいつが志保のファーストキスの相手だと思うとカッとなった」

　眉間に皺を寄せた柊生さんに、私はみずからキスをした。

「でも、キス以外はぜんぶ柊生さんがはじめてだよ。柊生さんでよかった」

　途端に柊生さんの声が甘くなる。

「俺のほうがいい男だろ？」

「うん」

「もっと上書きしていい？」

「うん……して」

　もう一度唇が重なり、何度も顔の位置を変えながら濃厚なキスを交わす。。顔が離れたときにはお互いの瞳に熱が籠もり、どうしたいかなんてわかりきっていて。

「マンションに帰ろう」

「うん」

　すぐに部屋に戻った私たちは、新幹線の時間ギリギリまで愛を確かめあったのだった。

　

　名古屋に帰る新幹線に乗りこむと、柊生さんはほどなく眠りについてしまった。

　金曜日からの二晩はほとんどセックスしていたから、彼はあまり眠れていないはずだ。

　それについさっきまで激しく抱き合い、シャワーを浴びて慌ただしくマンションを出てきたばかり。きっと疲れきっているのだろう。

　今夜も私の母に挨拶をするためだけに一緒に来てくれる。明日すぐに東京に戻って出社すると言っていたから、私と会う時間を捻出するために彼が仕事を詰めこんだのは想像に難くない。

　そこまでしてくれることを嬉しく思いつつ、無茶をさせて申し訳ないとも思う。

　──せめて今くらいは……。

　静かなグリーン車の席で、私の肩に頭を預けて眠っているこの人が心から愛おしい。

　大企業の副社長。そのうえ中部地区進出の舵取りも任されている重圧は相当なものだろう。

　そんななかでも仕事と同様、私のことも大切にしてくれる彼の想いに少しでも報いたい。彼の癒しになりたい、支えになりたい……と思うのだ。

「う……ん」

　軽く身じろぎした柊生さんの膝からブランケットが落ちそうになり、私は慌てて手を伸ばす。

　それを彼の肩までかけてから、そっと額にキスをした。

「柊生さん、いつもありがとう。愛してる」

　耳元で囁くと、気のせいか彼の表情が緩んだ気がした。

　夢の中でも私が彼を癒せていますように。私が彼を幸せにできますように……そう願いつつ、私は彼にコツンと頭を合わせて目を閉じた。






５、同棲時代








　十一月の午後、広いバルコニーに面したリビングで私が荷解きしていると、うしろから肩越しに逞しい二本の腕が抱きついてきた。

「志保、疲れただろう。少し休まないか？」

「ううん、大丈夫。荷物はまた実家に取りに行けると思ってそれほど多く持ってきていないし」

「う〜ん、だけどさ……」

　柊生さんに同棲を打診されてから一ヶ月後の今日、私は彼が購入したマンションに引っ越してきた。

　『蘇我屋』中部地区一号店が来月名古屋に開店するため、その準備に合わせて柊生さんがこちらに住所を移し、同時に私との同棲をスタートさせた形だ。

　マンションは市内中心部にある十七階建ての最上階で、南向きの３ＬＤＫ。各フロアー四戸のみなのでかなり広々とした造りになっている。

　オーナーズラウンジや専用ジム、コンシェルジュカウンターでの食配ラボとサービスも充実しており至れり尽くせりだ。

　家具はすべて新調した。

　今後も東京と名古屋を行ったり来たりする彼は東京のマンションをそのままにしているし、私も母の世話をしに帰る可能性を考えて実家で使っていた部屋をそのまま残しておくことに決めたためだ。

　家具は柊生さんのお母様のアドバイスに従い、蘇我谷家の知り合いのインテリアコーディネーターにお任せすることになった。

　柊生さんが私の好みでかまわないと言うので業者から送られてきたいくつかのイメージ画像から北欧風のコーディネートを選ばせてもらい、まるでモデルルームのような素敵な部屋に仕上がった。

　引っ越しまでの期間が短く時間が無かったためとても助かったのだが、あとで柊生さんからこれは蘇我谷のご両親からのプレゼントだと聞かされ肝が冷えた。

　いくらなんでもそれは甘えすぎだ。

　固辞しようとしたのだが、柊生さんに『二人共娘ができたみたいで舞い上がってるんだ。結納品の前渡しだと思って好きにさせてやって』と言われてありがたく受け取らせていただいたのだった。

　

　同棲を開始するにあたり、柊生さんが私の母親に挨拶してくれた。

　母は『自分はキルティング教室の仲間と楽しくやっているので気にしなくていい』と二つ返事で了解してくれたのだが、母から話を聞いた林社長もその場に同席していたため、柊生さんがいつになく緊張していたのが印象的だった。

『林社長は志保を娘のように思ってくださっているんだね』

　あとで柊生さんがそう言っていたけれど、林社長には感謝してもしきれないと思う。

　母に寄り添ってくれる様子を見ていて、もしかしたら社長は私の母のことを……なんて考えたりもするけれど、そこは私が口出しすることではないのでそっと見守ろうと思っている。

　

「──ねえ、やっぱり少し休憩しないか？」

　ここに至るまでのことを思い出して手を止めていた私に、柊生さんが何かと休憩をすすめてくる。

　まだ荷解きを開始してからほんの二十分ほどだ。

「でもキリがいいところまで済ませちゃいたいし」

「でもさ……」

　作業を再開しようとする私の耳を、柊生さんがうしろからガジガジと甘噛みしてくる。

「ん……っ、ちょっと」

「志保、わかってよ、遠回しに一緒に休みたいって言ってるんだから」

　そして今度は首筋に唇を這わせてきた。

　私はクスクス笑いながら彼の腕を振りほどくと、うしろに向き直ってキスをする。

「ふふっ、休むって、こういうことをしたいっていうこと？　遠回しどころか直接言っちゃってるじゃない」

「ああ、直接ついでに言わせてもらえば、キスだけじゃなくてもっとエッチなこともしたいんだけど」

　駄目？　……と瞳をのぞきこまれて拒めるはずがない。

　私だって彼に抱かれるのが大好きなのだから。

　自然に顔が近づいて、もう一度唇が重なる。お互いの舌を絡め甘い吐息を漏らして離れると、彼の瞳には情欲の色が浮かんでいた。

「おいで」

　手を引かれ、二人の寝室へと向かう。そこには新品のキングサイズベッドが鎮座していた。

「あっ、その前にシャワー！」

　午前中から引っ越し作業をしていて汗をかいている。さすがにこのままでは恥ずかしい。

　なのにドアに向かう私の手首をグイッとつかんで引き止められた。

「そのままでいいから」

「きゃっ！」

　柊生さんは私を抱き上げベッドに放り投げると、馬乗りになって勢いよく服を脱ぎ捨てる。

「俺は志保の匂いが好きなんだ。シャワーで消えちゃうなんて勿体ないだろ」

　口の端をニヤリと上げた彼に獣のような瞳で見据えられれば、私の下半身が早くも潤ってきた。

　柊生さんは私のシャツとブラを一緒に捲り上げ、片手で胸を揉みながらもう片方の胸に舌を這わせる。

　先端のピンクを口に含んで転がされると、くすぐったさと気持ちよさに喘ぎが洩れる。

「ふっ、ん……っ」

「志保は本当に感じやすいな。もう乳首が勃ってる」

　くぐもった声で呟きながら、彼の指先が先端を弾いた。

「やっ、あん！」

　両方の乳首を舌でレロレロと交互に転がされる。

　右手の指が素早く胸の先をかすめ、触れられていないはずの子宮が疼いて仕方がない。

　柊生さんの肌や形にすっかり馴染んだ私の身体は、彼に触れられた途端ストンと快楽に落ちるのだ。

「やっ、変になっちゃう！」

「胸だけでもうイっちゃうのか？　下も触らなくていいの？」

「……お願い、触って」

　甘えた声で懇願すると、柊生さんが心底嬉しそうに目を細め、「了解」と短く告げて身体を起こす。

　脚の間に陣取ると、私のジーンズとショーツを素早く脱がし、股の間に顔を埋める。

「あっ、は……っ」

　生温かい舌で割れ目を舐め上げられて腰が浮く。

「志保の味も匂いも最高だ。これは俺だけのものだからね」

　彼はそう言いながら両手で花弁を大きく開き、犬のようにペロペロと舐め続ける。激しい舌づかいに早くも快感が高められていく。

「柊生……さ……もうイっちゃいそう……っ！」

「いいよ、何度でもイかせてあげるから我慢しなくていい」

　膨らんだ蕾を舌でつつかれ悲鳴があがる。

「やっ、イっちゃ……もうっ！」

「イって」

　チューッと高い音を立てて吸い上げられて、頭のてっぺんまで熱くなり……私はブルリと太ももを震わせながら、あっけなく達してしまった。

　グッタリしている私を柊生さんがじっと見下ろす。その視線は私の秘部に釘づけだ。

「俺、志保のココがヒクついてるのを見るのが好きなんだ」

　交際してから何度も聞かされてきたセリフを今日も吐く。

　彼は自分の愛撫で私がトロトロになるのが堪らないのだそうだ。

　最初こそ恥ずかしくてすぐに隠そうとしていた私だけれど、最近は彼の視線さえ嬉しくて、こうして彼が見るのに任せている。

　そしてその続きもいつもお約束で……。

「挿れるよ」

　まだ私が敏感なうちに挿入するのも彼が好きな行為だ。

　いつの間にか素早く避妊具を装着し、クチュッと卑猥な音をさせて挿入ってきた。

「……っは、志保のナカがうねってる」

　達した余韻が冷めやらぬソコは、柊生さんの漲りをギュウギュウ締めつける。

　子宮が何度も収縮して、自分でもコントロール不能だ。

「マズいな、志保の身体は、抱けば抱くほど、エロくなる……っ。すぐに持ってかれそうだ……っ」

「柊生さんが、私を変えたの……っ。あっ、イイっ！」

　彼がゆるりと腰を動かすと、そこからジワジワと痺れていく。

　掻き混ぜられたナカがチョコレートみたいだ。熱くて甘くてトロトロで、どこまでも蕩けてしまいそう。

「あっ、またイっちゃう……！」

「俺ももうすぐ……今度は一緒にイこう」

　ギリギリまで腰を引いてからパンッ！　と恥骨をぶつけられた。

　肉のぶつかる乾いた音が続いたあとで、私の嬌声と彼の低い呻きが同時にあがる。

　柊生さん自身がビクンビクンと私のナカで跳ねたあと、すぐに避妊具を付け替えて再び勢いよく挿入ってくる。

「嘘っ！　もう駄目だから……っ！」

「またすぐに快くなる」

　今度は片脚を彼の肩に担がれて、違った角度から攻められる。新しい疼きが生まれて内壁が収縮する。

「は……っ、ほら、もう感じてるじゃないか。志保が俺を締めつけてる」

「だって……っ、あんっ！」

　私のふくらはぎに口づけながら、柊生さんが結合部をグリグリ押しつけてくる。ナカと蜜口が同時にこすれ、苦しくて気持ちよくて仕方がない。

　片脚を抱えられたまま快感を逃すこともできず、私はひたすら嬌声をあげる。

　ようやく脚が下ろされてほっとしたのも束の間、柊生さんが抽送を速めてきた。絶頂の手前ギリギリで耐えていた私は、あっという間に高みにのぼらされる。

「あっ、やぁっ！　またイっちゃう！」

「いいよ、イって」

　彼の呼吸が荒くなり、小刻みに腰がぶつかる。子宮がキュッと収縮し、視界が白く霞む。

「ああっ、あーーっ！」

「志保、俺も……イくっ！」

　彼の放つ熱を受け止めながら、こうして同じ屋根の下で愛しあえる幸せを噛み締めた。

　

「──あと一年半か二年後……名古屋の店舗が軌道に乗ったら、俺は東京の本社に戻ることになると思う」

　連続で達した疲労でぼんやりしながら柊生さんに腕枕されていると、彼がポツリと呟いた。

「……そう」

　柊生さんは蘇我谷グループの次期社長だ。本社に戻るのは既定路線、いずれ東京に行く人だというのはわかっていた。

　──けれど、あと二年か……。

　三ヶ月の遠距離恋愛がようやく終わって喜んでいたのに、また離ればなれなのかと心の中でガッカリしている自分がいる。

　恋などできないと諦めていた私が今ではこんなに素敵な人と付き合えている。それだけでじゅうぶん幸せなのに、我ながら贅沢になったものだと苦笑した。

「志保は不安？」

「えっ？」

「俺は絶対に浮気しないししょっちゅう会いにくるよ？」

　隣から顔をのぞきこまれて首を横に振る。

「うん、疑ってはいないよ。ただちょっと、寂しいだけ」

　この三ヶ月だって、お互い時間を見つけては逢瀬を重ねていた。

　彼は言葉でも態度でも全身で愛を伝えてくれるし、その気持ちを疑ったこともない。

　私の気持ちも変わったりしない。

「私は柊生さんを好きになればなるほど、どんどん欲張りになっちゃうみたい。もっと一緒にいたい、もっと触れていたい……って」

　すぐさま横から抱きしめられて、髪の上からキスしてまた抱きしめられる。

「志保は俺と離れたらそんなに寂しいの？」

「うん、すごく寂しい。でも大丈夫、また会いにいくし」

「そうか……離れても大丈夫なように、俺を刻みつけておく？」

「刻みつけるって？」

　首を傾げた私をそのままに、柊生さんは突然一人でベッドに横たわった。

「上に乗って」

「えっ？」

「俺にまたがって自分で挿れてごらん」

　──それって……。

「騎乗位、したことなかっただろ？　ほら、俺の形をしっかり覚えておかないと」

　騎乗位はもちろんはじめてだし、騎乗位だと彼の形を覚えやすいというのも初耳だ。

　けれど嘘か本当かは別として、彼がそうしたいと言うのなら叶えてあげたい。

　──それに私だって柊生さんを刻みつけてほしいし。

　私は柊生さんの腰のあたりに膝立ちでまたがった。彼に言われるまま立派な屹立を右手で握ると、ぎこちないながらもどうにか避妊具を被せた。

「ゆっくり腰を落として、そう」

　恐怖心と羞恥心に襲われながら、私は静かに腰を落とす。

　どうにか先っぽが蜜口に入ったところで、柊生さんが私の腰を両手でつかんで下からズンッ！　と突き上げてきた。

　強い衝撃に喉をさらして嬌声をあげる。

「やっ、刺激が強すぎる！」

「だったら自分で好きなように動いてごらん、ほら」

　下から誘導するように腰を回され、私は彼のお腹に両手をついて、ゆるゆると腰を振りはじめた。

　柊生さんも興奮しているのか屹立がグンと膨らんだ。凄い存在感だ。ナカに彼がいるのをいつも以上に強く感じる。

「ん……ふっ……」

　めいっぱい圧迫している柊生さんの屹立で内壁をこすられ、腰を動かすたびにクリがこすれる。内と外から同時に与えられる刺激であっという間に体温が上がっていく。

「志保、もっと腰を振って、そう、上手だ」

　気づけば私はあまりの気持ちよさに無我夢中で腰を振り続けていた。

　──こんなに淫乱で恥ずかしい。

　ドン引きされてはいないかと薄目を開ければ、見上げる柊生さんと目が合った。

　ドキリとしたところで彼が優しく微笑み「いいよ、最高だ、志保……」と吐息を漏らす。

　──そうか、彼も一緒に気持ちよくなってくれているんだ。

　彼は私のすべてを丸ごと受け止めてくれる。今さら遠慮も格好つけも必要ない。

　私は腰のグラインドを大きくして、快感を得ることだけに集中した。

　柊生さんが下から両手で私の乳房を鷲づかみ、リズムに合わせて揉みしだく。

　両方の突起を指先でコリコリといじられれば、私は胸を突き出し「もっと」とせがんだ。

「……っは、エロいな」

「だって……もうっ、止まらない……っ！」

　もっと感じたくて、早くイきたくて。私は喘ぎ声を出しながら胸を揺らし、腰を振る。

　絶頂はすぐそこだ。すっかり剥き出しになった花芯を彼の恥骨に激しくこすりつけ、グチョグチョと卑猥な音を立て続ける。

　二人で腰のリズムを合わせ、荒い息を吐きながら……最後に私は嬌声をあげ、柊生さんの上に倒れこんだ。

　けれどぐったりしている私を抱きしめ、彼はそのままクルリと体勢を変える。

　──えっ!?

「今度は俺の番」

「えっ、嘘っ！　……ああっ！」

　上になった柊生さんに再びガツガツと腰をぶつけられる。

「駄目っ、感じすぎちゃう！」

「感じればいい、俺と、一緒に……っ！」

　大きなグラインドで最奥を抉られて、意識が朦朧としていく。

「柊生さん、好きっ、離れても……っ」

「志保、愛してる！　絶対に離さない！」

　──うん、私を離さないで……。

　彼がもたらすゴム越しの拍動を感じながら、私の意識は白い光に吸いこまれていった。






６、求婚前夜　ｓｉｄｅ柊生








「……ちょっといじめすぎたかな」

　熟睡している志保の髪を撫でながら、俺は目を細める。

　──志保がくれた言葉が嬉しくて、つい調子に乗ってしまった……。

　交際してからすぐに遠距離恋愛がはじまり、やっと同棲を開始したばかり。

　そこでさっそく二年後の帰京の話をするのはどうかとも思ったが、志保とは将来を見据えた付き合いをしているからこそ打ち明けた。

　なるべく重い空気にならないようさりげなさを装っていたものの、内心では彼女の答えが不安で仕方なくて。

　名古屋で生まれ育ち、母親と寄り添って生きてきた彼女が母親から離れることをよしとするだろうか。

　今ではもうセックスを覚え、男性社員とも普通に話せるようになった彼女が地元の男性を選ぶ可能性は？　……だなんて。

　──そんなこと、あり得ないのに。

『ただちょっと、寂しいだけ』

『もっと一緒にいたい、もっと触れていたい』

『会いに行く』

　彼女はハッキリとそう告げた。

　心の底からホッとして、安心した途端にいたずら心がむくむくと湧いた。

　彼女にまたがってほしい、俺だけに淫らな姿を見せてほしいと思ってしまったのだからしょうがない。

　──想像以上にエロかったな……。

　俺はついさっき目の前で繰り広げられた至高の光景を思い浮かべる。

　

　きっと断らないであろうと確信しつつ提案した騎乗位を、やはり彼女は受け入れてくれた。

　不安げに俺にまたがる姿や俺の漲りを恐々自分で充てがう様子に興奮している俺はＳっ気があるのだろうか。

　カリまで入ったところで待ちきれず、下から激しく突き上げた。

　志保が弓なりになると目の前で大きな胸がブルンと揺れて……あんな絶景、頭が沸騰するに決まってる。

『やっ、刺激が強すぎる！』

　違うだろう、刺激が強いのはおまえのエロさだ！

　彼女のナカで俺の漲りがグンと質量を増し、吐精感に堪えて眼前の双丘を鷲づかんだ。

　志保の胸は至宝だと思う。透明感のある白い肌に程よい弾力。Ｆサイズで重量もあるのに形が崩れずピンクの乳首がピンと上を向いている。これはきっと神が起こした奇跡に違いない。

　俺が褒め続けてきた成果か、最近彼女は胸の大きさを隠そうとはしなくなった。

　以前はサイズを小さく見せるためにブラの上にタンクトップを重ねて押さえつけていたらしいのだが、今はやめている。

　そんな勿体ないことをする必要はない。だからやめたのはいいことだと思う。

　そう思うのだが……。

　何かとほかの男の目を気にしてしまう俺は、自分が思っていた以上に狭量だったようだ。

　志保がハイネックのセーターを着ていれば胸の形がくっきり出てしまうし、胸元の開いた服を着たら谷間が見える。

　そのたびに上着をかけて隠したくなるし、首まできっちりボタンを留めてやりたくなるけれど……どうにかグッと思いとどまっている。

　彼女が好きな服を着てファッションもデートも思う存分楽しめるようにするのが、恋人としての俺の役目だと思うから。長い間自分を押し殺してきた彼女をもっともっと開放してあげたいから。

　──それに志保に触れることが許されるのは俺だけなんだ。

　そうだ、志保が男にまたがって腰を振る隠微な姿を見ることができるのも、世界中で俺一人だけ。

　そう思うとますます昂ってくる。

『志保、もっと腰を振って、そう、上手だ』

　こちらを見下ろす表情の卑猥さに、俺の漲りが膨張する。

　──は……っ、ヤバい、根元から扱かれる！

　もっと感じていたいのに早くイきたいと脳が叫ぶ。

　腰をがむしゃらに叩きつけ、ない混ぜになった感情を思いきり突き刺した。

『駄目っ、感じすぎちゃう！』

　乳首をピンと勃たせながら俺の腹にクリを擦りつけ、志保が一足先に腰を震わせた。達したばかりの彼女を組み伏せて、俺も精を解放することにする。

『柊生さん、好きっ、離れても……っ』

　──離すものか！

『志保、愛してる！　絶対に離さない！』

　同時に達した途端、志保は意識を手放したのだった。

　

「──引越し作業中なのに無理をさせすぎたかな」

　抱くたびにますます色っぽく、そして淫らになる志保を目の前にすると、どうにも歯止めが効かなくなってしまう。

　けれど今日からは新幹線の時間を気にすることも名古屋への出張を指折り数えて待つ必要もないのだ。

　今回俺が名古屋に来るにあたり、同棲なんてまどろっこしいことは飛び越えてすぐに結婚に持ちこむという手段も考えなくはなかった。

　しかし彼女には大切にしている母親がいる。

　長年母一人子一人で寄り添って生きてきたのだ。恋人ができてたった数ヶ月で母親から志保を奪ってしまうのはあまりにも申し訳ないと思った。

　だからもうしばらくの間は『香坂志保』として親孝行をさせてあげよう、そしてしかるべき時期が来たら結婚しよう……そう決めていた。

　

「志保、愛している」

　閉じた目蓋に口づけて、俺はサイドテーブルの引き出しからビロードの小箱をそっと取り出す。

　──また遠距離恋愛だなんて、そんなの俺が耐えられるわけがない。

　東京に戻るときは志保も一緒に連れて行くに決まっている。

　さっきそう告げなかったのは、離れると言ったら志保がどんな反応を示すか見てみたいという、ただの悪戯心で……。

　けれど寂しいと言ってくれた。達するその瞬間、離れても好きだと叫んでくれたのだ。

　──さあ、彼女の目が覚めたらどう切り出そうか。

　結婚の意思を再三伝えてきたものの、ちゃんとしたプロポーズはしてはいなかった。

　彼女は俺の言葉を聞いて、今さらだと笑うだろうか。それとも驚くのか泣くのか困惑するか……。

　けれどきっと最後には、満面の笑みでうなずかせてみせる。

「志保、結婚しよう」

　彼女が起きたら真っ先に告げる予定の言葉を呟いてみる。

　俺は彼女の細い薬指にダイヤの指輪を嵌めると、そこにそっと口づけた。






【番外編】新婚初夜








　ギシギシとベッドのスプリングが音を立てている。

　ここは都内一流ホテルのスイートルームだ。

　目の前では志保が立ったままベッドサイドに両手をついて、こちらにいやらしくお尻を突き出していた。

　俺は志保の細い腰をつかむと己の漲りをギリギリまで引き抜いて、そこから一気に奥まで挿しこんだ。

　パンッ！　と乾いた音がする。

「あぁーーっ！　やっ、激し……っ！」

「志保っ、気持ちいい？　ナカで俺をっ……感じてるか？」

　結合部に恥骨を擦りつけながら内壁に沿って掻き混ぜてやると、彼女は背中を反らしてコクコクとうなずいた。

　もうイく直前なのだろう、蜜口がヒクついている。

　俺だってそろそろ限界だ。漲りがカチカチで、気を抜けば今すぐにでも暴発してしまうだろう。

　吐精感に耐えながらグリッと彼女の最奥を抉る。

「あんっ」

「志保、もうイきたい？」

　余裕のなさを隠しつつ意地悪く聞いてみると、彼女が泣きそうな顔を半分こちらに向けた。頬が紅潮し瞳が潤んでいる。

「イきたい、柊生さ……イかせて……っ！」

　舌足らずな懇願の声に嗜虐心が刺激される。ゾクゾクっと背筋が粟立った。

　俺自身も切羽詰まっているくせに、もっと泣かせたくて困らせたくて、志保を焦らしてみせる。

「だったらもっとお尻を振ってねだってごらん」

「えっ？」

「イきたいのなら自分で動いてみせて」

　俺は口の端を上げつつピタリと動きを止める。

「ほら、早く」

　急かすように目の前の尻たぶを撫でてやると、志保が恥じらいがちにふるりとお尻を上下に振った。

「そんなんじゃイけないよ、もっと大きく動かさないと」

　俺がナカを軽く突き上げてみせると、彼女は「あんっ」と甘ったるい声を出してから、覚悟を決めたように腰を振りはじめた。

　志保の張りのある白いお尻が眼下で揺れ、動くたびに蜜口がキュッと窄まって俺を締めつける。

　ゾクゾクっと甘い痺れが背筋を伝う。

　──はっ、最高！

「志保、上手だよ。ご褒美にイかせてあげる」

　俺はフィニッシュとばかりに激しく腰をぶつけてみせる。

　全力疾走で抽送を繰り返し、快感の高みを目指した。

　俺の双玉がキュッと縮まり力が入る。そのとき一足先に志保の身体がブルリと震えた。

「やっ、ああっ、イくっ、イく……っ！」

「……っは、俺も、出るっ」

　彼女の嬌声と俺の呻きが重なって、同時にパタリと動きを止める。

　俺はゴム越しに勢いよく精を放つと、彼女に背中から抱きついた。繋がったそのままでベッドにうつ伏せる。

　呼吸を整えたところでズルリと引き抜き、脱力している志保をベッドに横たえた。

　すぐに自分もベッドに上がり、新しい避妊具に付け替える。志保の脚を大きく開き、間髪容れず屹立を突き立てた。

「ああっ！」

　先ほどまでの名残で潤っていた蜜壺は、招くかのように俺の屹立を呑みこんでいく。

　隘路はまだ狭いが愛液でなめらかだ。カチカチの漲りが肉壁を広げながら最奥に到達し、子宮口にぶつかった。

「やぁっ！　駄目っ！」

　志保が顔を歪ませ悲鳴をあげる。達した直後の敏感な身体には刺激が強すぎるのだろう。

　わかっているものの俺の腰は止まらない。再び快感が弾ける瞬間を味わいたくて、突き当たりを繰り返しノックする。

　次第に志保の喘ぎが甘くなる。それを待って俺は抽送をゆっくりにした。腰をゆるゆると回すようにして彼女の肉壁をカリで引っ掻いてやる。

「あっ、ん……っ、あんっ」

「これ、気持ちいい？」

「うん、いいっ、あっ、あ……っ」

　隙間のないくらい恥骨をくっつけてグリグリと最奥を抉ると、志保が根元を締めつけてくる。先端に熱が集中しマックスまで膨張した。志保の内壁をナカからギチギチと押し拡げる。

「あんっ、凄い、ああっ！」

　そろそろ限界だ。俺は一気に抽送を速め、絶頂に向けて駆け上がる。耐え難い吐精感。頂上はすぐそこだ。

「はっ……志保、もうイくよ」

「うん、イって、私も……もう、イっちゃう……っ！」

　志保の頭を抱えこみ、ぶつけるように口づける。乱暴に舌を絡ませながら下半身を震わせた。

　数回にわたって腰を押しつけるとぜんぶ出し尽くしたところで身体を起こす。

　避妊具の始末をしてから志保の隣に寝転んだ。彼女を腕枕すると汗ばんでしっとりした髪を撫でる。

　満足感と脱力感、そしてほんの少しの後悔が俺を襲う。

「志保、快かったよ」

「うん、私も……」

「ごめん、ベッドに上がる前にガッついた。結婚式で疲れているだろうに悪かったね」

　今日はじっくり丁寧にと思っていたのに、披露宴直後の興奮に解放感も相まって、ベッドに上がるのも待てず立ったまま後ろから挿入してしまった。

　──初夜なのに何やってるんだ、俺！

　

　そう、大安吉日の今日は俺と志保の結婚式で披露宴の日だった。

　交際を開始してから約七ヶ月。うららかな春の佳き日に最愛の女性がようやく俺の妻になったのだ。

　挙式は都内の由緒ある神宮での神前式。

　白無垢と綿帽子を身に纏った志保は神々しいほどの美しさで、彼女と並んで玉砂利の敷かれた道を歩く参進では、感動のあまり涙がこぼれそうだった。

　披露宴はこのホテルのバンケットルームで催したが、身内や親友だけを招いた小規模なものにとどめた。

　それでも百名近くになってしまったが、『蘇我谷グループ』関連企業の関係者がいないぶん、かなりおさえられてはいたと思う。

　グループ関係者向けのお披露目会は後日改めて行うことになっている。これは両家のバランスを考えてのもので、志保に心から披露宴を楽しんでもらいたかった俺が両親に頼みこんで実現させた。

『おまえたちの披露宴なんだ、好きにすればいい。それに柊生がここまで自我を通すなんてなかったことだからな』とは父の言葉だ。

　たしかにかつて俺がここまで両親にああしたいこうしたいと自己主張をしたことなど無かったように思う。

　どうも俺は志保に関わることに関しては我儘になるらしい。いや、人間らしくなったというか。

　──そうだ、志保が俺を感情豊かな人間に変えてくれたんだ……。

　

　幼い頃から『神童』と呼ばれていた。

　親の愛情にも経済的にも恵まれた俺は、世間一般からいえば羨ましがられる部類の環境で育ってきたのだと思う。

　親譲りのそこそこ整った容姿で勉強もスポーツもそこそこできた俺は、女子からもそこそこモテて、男子からもそこそこ人気があって。

　そんな順調な人生を歩んできた俺には、気づけば反抗期というものがなかった。

　一人っ子の俺は普段からじゅうぶんなお小遣いをもらっていたうえに、誕生日やクリスマスには希望の品を買ってもらえる。

　それ以前に家の地下室にはホームシアターがあったし最新のゲーム機器やオーディオセットまで揃っていたものだから、そもそも物欲というものがない。

　周囲に勝手に人が集まってくるから、こちらから追いかけるということもなかった。

　進路に関してもそうだ。

　父が卒業したという有名私立大学の附属校に幼稚舎から入学し、大学では父の会社を継ぐために役立つであろう学部を専攻した。

　そして卒業後はなんの迷いもなく、当然のように『蘇我谷グループ』の主力企業である『蘇我屋』に就職したのだ。

　こうして社会人になった俺は、人間関係において非常に淡白だったように思う。

　もちろん友人はいるし恋人だっていたけれど、今思えば執着心というものが希薄だったのだろう。誰かを強く求めたり追いかけるという情熱が皆無だったのだ。

　現状に特に不満がなく、誰かに対して嫉妬や妬みなどという負の感情も持たない俺は、周囲の人々の愚痴や悩みに耳を傾けつつも、心のどこかでシンパシーを感じられていなかった。

　黙ってうなずきながら、『どうしてそんなに感情的になるのだろう』なんて一歩引いたところから醒めた目で見ていたのだ。

　そういった俺の冷静さは歴代の彼女たちにとっては不満の種だったらしく、しばしばお互いの温度差で責められたり泣かれたりしていた。

　その結果、俺から別れを切り出すということを繰り返していたのだが……。

　──志保に関してはまったく違ったんだよな。

　『林商会』の商品展示会から帰京後、働き者の『香坂さん』のことが気になりつつも、副社長になったばかりの俺は雑多な業務に追われ、それどころではない日々が続いていた。

　しかしその一年半後、中部地区進出の話が本決まりになったとき、時々脳裏に浮かんでいた彼女のことが鮮烈に思い出された。

『父さん、俺を名古屋支部長にしてくれないか？』

　そう直談判した俺に、父は最初は難色を示した。

　父としてはできることなら俺に本社に残ってもらい社長の業務を徐々に引き継いでいきたい、そして地盤固めをしてほしいと考えていたらしい。

　しかしそこで簡単に諦められなかった俺は、珍しく父にしつこく食い下がった。

『けれど今の俺が父さんの跡をそのまま継ぐだけではどう見たって実力不足だ。今回の事業を成功させれば役員たちも俺を認めるだろうし、俺自身の自信にも繋がる。どうかチャレンジさせてくれないか？』

　俺が『蘇我屋』の中部地区進出を絶対に成功させてみせる、そして名古屋の店舗が軌道に乗ったら必ず本社に戻るから……そう熱く語る俺に父親が根負けした形で、俺の本社副社長の肩書きのまま名古屋支部長を兼任という人事が決定したのだった。

　俺が人生最大に感情を爆発させたのは、志保と再会を果たした料亭での夜だ。

　一年半ぶりにやっと会えたと胸をときめかせた直後に彼女が小室の愛人だと勘違いし、カッと頭に血が昇った。

　生まれてはじめての嫉妬だった。

　感情をコントロールできないまま彼女を侮辱し乱暴に抱いた。

　胸の痛みを抱えながらセックスしたのははじめてで。

　なのに彼女の吸い付くような肌に、魅力的な肢体に興奮して止められなくて、ちゃっかり感じて射精して。

『俺は何をしているんだ！』

　後悔してももう遅い。俺は彼女の処女を奪って傷つけたのだ。

　苦しくて悔しくてたまらなくて、ぐったりと眠る彼女の隣で泣きたくなるような夜を過ごした。

　しかし翌朝奇跡が起こる。

　駄目元の告白が成功して、憧れだった女性が恋人になったのだ。

　それからの俺は真っ白いキャンバスに色を重ねていくかのように、志保からさまざまな感情を与えられた。

　人を愛する喜びと、胸を焦がす嫉妬の炎。

　会えない切なさや寂しさ、再会できたときの甘いときめきと胸の震え。

　この身を挺してでも大事にしたい、守りたいという強い想い……。

　──ぜんぶぜんぶ、志保が教えてくれたんだ……。

　両親が志保との初顔合わせのときに言っていた内容はまさしくそのとおり。

　三十一歳になってからの反抗期、大人になってからの俺の盛大なわがままが『志保』だったんだ。

　

　──それにしたって、俺は志保に恋してからというものどんどん我が儘がエスカレートしていないか？

　とにかく志保は優しすぎるのだ。

　俺の無理な要求を恥ずかしがりながらも受け入れてくれるものだから、ついつい図に乗って甘えてしまう。

　今だってベッドに上がるまで待つことさえできず、結婚式後で疲れていたであろう彼女をうしろから襲ったあげく連続で攻めてしまった。

　我ながらサカり過ぎだと思うのだが、彼女を目の前にすると欲望のストッパーが馬鹿になるのだからしょうがない。

　──志保はこんな俺でいいのだろうか。

　志保に不満なんてない。むしろ俺には勿体ないほどの最高の女性だと思っている。俺の永遠の女神だ。

　けれど従順すぎる彼女に不安を覚えているのもたしかなことで……。

　いつも俺ばかりが身勝手で我が儘で。

　志保は俺に合わせて我慢しているんじゃないのか、本当は呆れ返ったり不満に思ったりしていないだろうかと考えてしまうのだ。

　──志保ももっと我が儘になってくれないかな……なんて、そんなの贅沢でしかないのだろうが。

　もっと自分から求めてほしい、嫉妬や焦り、醜い感情もさらけ出してほしいだなんて……。こんなの歴代の彼女が聞いたら怒り出しそうだなと苦笑する。

　

「──柊生、大丈夫？」

　そのとき隣から志保が俺の胸に手を載せた。

　彼女にぼんやりした顔を心配そうにのぞきこまれ、我に返る。

「ああ、大丈夫……って、えっ！」

　──柊生!?

　志保から呼び捨てされるのは、はじめてだ。交際当時から『さん』付けだったから、彼女の控え目な性格上それが限界なのだろうと自然に受け入れていたのだが……。

「志保、俺のことを柊生って……」

「ふふっ、いつか呼び捨てできたらなって思ってたんだけど、なんだかタイミングを逃しちゃって。でも夫婦になったんだし、勇気を出して呼び捨てにしちゃった。嫌だった？」

　茶目っ気のある笑顔で言われて胸がキュンとする。三十二歳にもなった大人がまるで乙女になったみたいだ。

「そんなの嫌なわけ……志保、もう一度呼んで」

「えっ、柊生？」

「うん、もう一度……」

　震える声で懇願すると、志保がフワリと微笑んだ。

「柊生、大好き」

　もう心臓が破裂しそうだ。

　嬉しくて感動しすぎて泣きたいほど胸が苦しいなんて、こんなメチャクチャな感情、志保に会うまで知らなかった。

　今すぐもう一度セックスしたい。志保のナカをグチャグチャのドロドロにして、汗と愛液まみれになって溶け合いたい。

　──駄目だ、たった今サカったばかりじゃないか！　野生の猿じゃあるまいし、今度は志保のペースで落ち着いて……。

　滾る欲情をどうにかおさえ、代わりに志保をキツく抱きしめ額にキスを落とす。

　大きく深呼吸して劣情を落ち着かせようとしていたそのとき。

「ねえ、柊生はもう疲れちゃった？」

　俺の胸から顔を上げ、志保が意味ありげに俺を見つめる。

　その瞳には蠱惑的な色がありありと浮かんでいて、否が応でも俺の期待は膨らんで……。

「あのね、我が儘を言ってもいい？　今夜は柊生ともっといっぱい繋がりたいな……なんて。だってせっかくの初夜……」

「志保……っ！」

「きゃっ！」

　彼女が言い終わらないうちに覆いかぶさると、可愛い口を塞いでやった。

　俺の股間はすでに全勃ちしている。これ以上殺し文句を言われたら興奮しすぎて暴発してしまうじゃないか。

　──ああ、俺の奥さんは最高だ！

　キスを深くして舌を絡める。上顎を舐め、舌の裏側を根元からゆっくり辿ると志保が吐息を漏らした。下半身がズクンと痛む。

　これでは本当に挿れてすぐに達してしまうかも……と考えたところで俺はクスッと笑う。

　──いや、それでも構わないか。

　だってせっかくの初夜なんだ。もっといっぱい、何度でも繋がればいい。

「柊生？」

　心配そうに見つめる志保に、俺は微笑んでみせる。

「いや、なんでもない」

　片手で彼女の蜜口に触れるとクチュリと音がした。

「あんっ……」

「奥さん、今夜はたっぷり愛しあおう」

　ソコがじゅうぶんに潤っていることを確認すると、俺は彼女の我が儘を叶えるべく、さっそく第三ラウンドに突入したのだった。








あとがき








　こんにちは、田た沢ざわみんです。このたびは私の『濃蜜ラブルージュ』さま初作品を手元にお迎えいただきどうもありがとうございました。

　突然ですが皆様は、『濃蜜ラブルージュ』と聞いて何を思い浮かべるでしょうか。

「性描写が濃厚」、「エロ先行」、「表紙のイラストにお尻のアップが多い」……私はこんなイメージを持っていたのですが、似たような印象をお持ちの読者さまも多いのではないかな、と思います。実際、ほかの作家さまのあとがきでは「エッチシーンが七割」と書いてあったりもしますので、性描写が多いレーベルというのは確かなのだと思います。

　今回その濃蜜さまから執筆依頼をいただき、まず最初に考えたのが「私で大丈夫なのかな」ということでした。ＴＬ小説を何作か書いてきているものの、私に濃蜜さまが求めるレベルのエロスを書けるのか、そして性描写ばかりで内容がおざなりになるのは嫌だな……と思ったのです。

　けれど編集さまとのやりとりで、「ストーリーが重要」、「そこに至るまでの過程が大事」と言っていただき、レーベルのイメージを変えたいという熱い想いを感じました。そして海外在住の私のために環境も整えていただき、こうして無事作品を世に送り出すことができました。ご尽力いただきました編集部さま、どうもありがとうございました。

　

　本作『俺と恋、してみませんか』は、大人の男性が出てくるしっとりとした恋愛を書きたいな……という発想からスタートした作品です。見かけが派手で誤解を受けやすいヒロインが、落ち着きのある大人なヒーローによって恋を教えられ変わっていく。そんな考えで書き始めたのですが、どうも私はヒーローをストーカーチックに書きたくなる性癖なようで（苦笑）。

　最初のうちは「よしよし、大人でいい感じ！」と思っていたのですが、両想いになった途端、どこでもサカるは焼きもち妬くは甘えるは、おまけにじつはずっと想い続けていたんです……で、結局いつもの溺愛執着ヒーローになってしまいました。

　心配していた性描写のほうも、よく考えたら元々私の作品は多めなほうなんでした。いつもどおりに書いていたら普通にエロさ爆発で、編集さまに「エロもバッチリです！」って。　最初から悩む必要なかった！

　こうして仕上がったこの作品、表紙イラストを藤ふじ浪なみまり先生が描いてくださいました。私の過去作になかったしっとりした雰囲気で気に入っています。男の色香を撒き散らしている柊生さん、その目つき、最高です！　花をあしらったデザインも素敵ですよね。

　最後に、「濃蜜らしさ」にこだわって悩んでいた私にアドバイスをくださった編集さまはじめ、作品作りに携わってくださった皆様、大変お世話になりました。そして沢山の作品の中から本作を手に取ってくださった読者の皆さま、本当にありがとうございます。よかったら感想を聞かせてください。それではまた、次回作でもお会いできますように。
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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